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16号土抗ウマ
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序

本書は、１９９９（平成11）年度に実施した、中巨摩郡白根町に所在する百々遺跡の発

掘調査報告書であります。この調査は、建設省甲府工事事務所が行う一般国道52号

(甲西道路）改築工事ならびに日本道路公団が行う中部横断自動車道建設工事に伴うも

のであります。

本遺跡は広範囲に広がることと工事の都合で、１～６の６区画に分け、調査を進めて

います。２０００（平成１２）年度までにｌ～５区の発掘調査が終了し、平安時代の竪穴住

居跡が200軒以上発見され、県内でも屈指の平安時代を中心とした集落であります。

また、中世の遺構・遺物や下層からは、弥生時代や古墳時代の土器・石器なども出土

しています。本書はその中で最北端の東側に位置する１の報告でありまして、平安時代

の住居跡80軒、掘立柱建物跡3棟、時期不明の土坑23基、溝16条、ピット764基、畝

状遺構などが発見されました。平安時代の住居跡からは白磁・青磁の破片や県内3例目

となる奈良三彩小壷破片、また土師器坪に「甲斐」と墨書されたものが出土しました。

また百々遺跡からは多くのウマ・ウシ骨が出土していますが、１からは、全国的にも

珍しいウマ4体が同時埋葬された士坑が発見されました。文献では甲斐国が古代に武

蔵．信濃・上野国とともに、御牧（勅使牧）が置かれいたことが明らかで、馬との繋

がりが深い地域であります。

弥生時代では、大型打製石斧３点が重なるように出土し、その中で一番大きいもの

は、県内で最大長をもつものとして注目されています。

甲府盆地の古代の空白地を埋める資料として、今後刊行されます２～６の成果とと

もに本報告書が多くの方々の研究資料としてご利用いただければ幸いです。

末筆ながら、調査にあたって御指導・御協力を賜った関係機関各位、並びに直接調

査に従事していただいた方々に厚く御礼申し上げます。

2002年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重
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本書は、１９９９（平成11）年度に実施した山梨県中巨摩郡白根町百々に所在する百々遺跡1の報告書である。

遺跡は１～6区に分かれるが、本書は１区を対象とした報告書である。

調査は一般国道52号（甲西道路）改築工事・中部横断自動車道建設に伴う事前調査であり、山梨県教育委

員会が建設省および日本道路公団より委託を受けて実施したものである。

発掘調査および整理調査は山梨県埋蔵文化財センターが担当した。

本書の編集は田口明子が行い、執筆は第２章を野代恵子、第３章第８節を保坂康夫、第４章を㈱パリノ・サー

ヴェイ．（株）川鉄テクノリサーチが行い、その他を田口が行った。

写真撮影は、遺構を望月郁也・斎藤伸・小林公治・田口が、遺物を田口が行い、遺物の一部を小川忠博氏

にお願いした。

調査に当たって自然科学分析は（株）パリノ・サーヴェイに、鉄製品のＸ線写真撮影は（財）山梨文化財

研究所に、鉄津分析は（株）川鉄テクノリサーチに、空中写真および写真測量図化は（株）アイシーに、

基準点・方眼杭設置は昭和測量株式会社に依託した。

鉄津分析の報告の一部と鉄製品のＸ線写真は紙面の都合により割愛した。

本報告書にかかる出土品および記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管してある。

発掘調査から報告書作成にあたり、下記の方々からご教示．ご協力を頂いた。厚く感謝申し上げます。

矢野晴代（白根町教育委員会)、（株）岩田建設．（株）富士工業共同企業体、小川忠博（写真家)、高島英

之（群馬県立歴史博物館)、斎藤孝正、西本豊弘、平野修（山梨文化財研究所)、降矢哲男（九州大学大学

院)、金子浩昌（元早稲田大学）（順不同・敬称略 ）
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遺構・遺物挿図の縮尺は原則として次のとおりである。

［遺構］全体図1/500、竪穴住居跡・掘立柱建物跡・土坑1/60、溝1/160

［遺物］土器・石製品1/３．１/６，鉄製品l/２

遺構断面図中のポイント部分にある数字は標高を表す。

覆土・土器胎土等の色は「標準土色帖（1999年版)」（農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人

日本色彩研究所色票監修）に基づいて記述した。

施紬陶器の年代は斎藤孝正氏に、青磁・白磁の年代は降矢哲男氏にお願いした。

遺構図中のスクリントーンは特に明記のないものは被熱による焼土化の範囲を示す。

土居注記で特に明記のないものは粘'性強．しまり強である。

石製品の石材・使用痕観察は保坂康夫氏による。

16号住居跡28の墨書土器の解読は群馬県立歴史博物館の高島英之氏にお願いした。

土器の断面実測図は、断面の右側に器表面、左側に裏面を表した。．

遣構図中の接合番号等は、遺物図番号と一致する。

須恵器は断面を黒塗り、陶器はスクリーン・トーンをかけ、紬薬の範囲をスクリーン・トーンで示した。

本文・遺物の観察表中で（）内の数値は推定値・現存値である。
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第１章調査の経緯と概要

第１節調査に至る経緯

本遺跡は日本道路公団が行っている中部横断自動車道建設及び建設省が行っている一般国道52号の改築工事

に伴う調査で発見された。平成１０年５月７日から６月１２日にかけて中巨摩郡白根町百々地内の試掘調査を行った。

調査は長さ１０～50ｍ、幅2ｍ、深さｌ～2ｍの試掘トレンチを49本掘り下げ、その結果840ｍに渡り遺構・遺物

を確認した。遺構は平安時代の竪穴住居跡20軒と溝や多数のピットであり、遺物は弥生時代前半期と思われる

石器、古墳時代後期の土器が若干みられたが、主体は平安時代の土師器、須恵器、灰紬陶器であった。このこと

から平安時代を中心とする巨大な集落の存在が推定された。

そこで、平成11年度から本格的な発掘調査を実施することになった。工事の都合により、平成11年度は路線

の東側約2分の１を調査することとなり、遺跡の範囲が840ｍにもおよぶことから、調査区を1～3の３区画に区分

した。平成１２年度に西側の残りを４．５の２区画に区分して調査を行った。５区のほぼ中央部に未買収地があり、

平成14年度以降に6区として発掘調査を行う予定である（第２図)。遺跡はいくつかの小字を含むため大字名をと

って「百々遺跡」と命名された。

本報告書はこの内の1区にかかるものであり、発掘調査は平成11年５月１１日から平成12年１月６日まで実施し、

報告書作成は平成１２．１３年度に行った。

第２節調査組織

調査主体山梨県教育委員会

調査機関山梨県埋蔵文化財センター

調査担当者山梨県埋蔵文化財センター

副主査文化財主事望月郁也（平成11年８月１日～平成12年３月３１日）

主任文化財主事小林公治（平成１１年５月１１日～７月３１日）

主任文化財主事斎藤伸（平成11年５月１１日～平成12年３月３１日）

主任文化財主事田口明子（平成11年８月１日～平成12年３月３１日）

臨時職員須永愛子（平成１１年１２月１日～１２月２８日）

発掘作業員

秋山昭二、秋山弘、浅尾春美、飯塚綾、飯野光、井上九二男、井上正子、内田志津子、内田有香、大森玲

子、長田孝、片岡久子、斎藤重信、佐久間昭三、佐久間美里、佐野留雄、清水久江、清水光江、志村幸子、志

村洋美、菅沼芳治、須永愛子、仙洞田しづゑ、高嶋稔、高橋やえ子、瀧津かねじ、築地咲子、中込政吉、中沢

房雄、西脇誠、仁ノ平尚子、鳩山真佐子、早川紀子、樋口京子、樋口啓子、樋口瑠璃子、平嶋純一、平嶋弘子、

村松道久、望月里子、森本君枝、森本秀夫、山田恵子、山田春子、山主直子、米山由規、渡辺俊夫

整理作業員

(平成１１年度）内田志津子、佐久間昭三、佐久間美里、志村幸子、志村洋美、早川紀子、山主直子（平成１２年度）

望月厚子、垣内律子、新津多恵、土井みさほ、早川紀子、沢登由美、三好美智、佐野貢雪、高野貢寿美、平本玲

子、斎藤律子、平川涼子、長田久江、平重蔵（順不同・敬称略）

第３節調査の方法

発掘調査は道路工事が行われる幅のほぼ半分の約28ｍ、長さ約260ｍを対象として行った。工事の都合から西

側の一部も調査を行った。調査区は百々遺跡全体を国家座標Ⅷ系に基づいて「山梨県公共測量作業規定および同

運用基準」に定める4級基準点測量に基づく精度により１辺5ｍの方眼を設定してある。方眼は西からＡ～、南か

ら１～として１区画をＡ-1グリッドのように呼称する。１区の調査は、その中をさらに４区画に分けて行った。

－１－



北側からＡ・Ｂ・Ｃ．Ｄ区とする（付図1)。Ａ・Ｂ区の間には町道2級幹線24号線が、Ｂ・Ｃ区の境には畑地潅

概用水路が、東西に横断している。調査の途中で町道2級幹線24号線と畑地潅概用水路は南側に移築された。Ｄ

区は当初Ｂ・Ｃ区の排土置き場とした。Ａ・Ｂ．Ｃ区の表土を重機により除去した後に、Ａ区から人力で掘り下

げ遺構の確認に努めた。Ｃ・Ｄ区の境には、排水の為に重機により長さ２５ｍ、幅1.5ｍ、遺構確認面からの深さ

約1ｍの溝を掘削した。また、Ｃ区は最初の表土剥ぎ取り時に包含層を残していたが、調査時間の短縮のため、

サブトレンチを調査区の西側に東西約１ｍ、南北約84ｍの範囲にミニバックホーにより掘削した後、重機で遺構

確認面まで掘り下げた。遺構番号は各遺構ごとに発見された順に付けた。

遺構の調査においては、プラン確認の後、土層および重複関係、床面等の確認のため土層観察ベルト（一・十

文字）を設定し壁際を残して全体を掘り下げ、床・底面を確認してから壁出しを行った。Ａ区では、遺物の取り

上げを（株）シン技術コンサルの「遺跡管理システム」を使用し、光波測距儀とデータコレクタ（ＦＣ－７）を用

いそれぞれの座標および標高を記録して取り上げ、遺構はグリッドを基準とした遣り方測量を行った。Ｂ～Ｄ区

は平板測量で遺構の平面図と遺物の取り上げを行い、三箇所のベンチマークを基準にレベルで標高を測った。各

区ごとに遺構の掘り下げが終わった時点で、ラジコンヘリコプターにより空中写真を撮影した。ピットの平面図

と遺構の全体図は写真測量を委託した。

整理作業は発掘調査が終了した後、平成11年３月までに遺物の洗浄・注記を終了した。Ａ区の遺物は各遣構

ごと、種類別に改めて1から番号を付けて注記した。注記は時間の節約のために注記マシーンを使用した。また、

住居跡の一括取り上げの土器は未注記である。これと同時に図面台帳・写真台帳の作製を行った。平成12年度

には遺物の接合・復元・実測・トレース、遺構の図面修正・トレースを行い、遺物の写真撮影をした。遺物の接

合は、時間の都合で、各遣構内で行い、重複する遺構については併せて行った。また須恵器・灰紬陶器のみは遺

跡全体で行った。平成13年度は図版の作成・修正、原稿の執筆を行い本報告書を刊行した。

第４節層序

調査前は果樹園であった。調査区は南北に約260ｍと長く御勅使川扇状地を横断するような範囲である。その

ため南東方向に緩傾斜しており北西端から南東端に約3.6ｍ下がる。第３図はＥ－１４６．１４７グリッドの畑潅移設

部西壁である。工事のため耕作土層の上に盛土がなされているが、基本的には耕作土層の下に暗褐色土層があり、

これが平安時代の遺物包含層である。その下ににぶい黄褐色土層がありこの層に遺構が掘り込まれている。弥生

時代の石器が発見された1-138グリッドではにぶい黄褐色士層の下に弥生時代の遺物包含層である暗褐色士層

が存在する（第250図)。

第２章地理的・歴史的環境

第１節地理的環境

遺跡は、中巨摩郡白根町百々地内、標高約335～340ｍの地点に所在する。

白根町は甲府盆地の西縁部に位置し、北は八田村・韮崎市、南は若草町・櫛形町に、東は竜王町．昭和町に、

西は芦安村にそれぞれ接しており、東西141,1、南北3.6km、総面積39.25kln2を測る。町の西部は千頭星山(標高

2138.5ｍ)、甘利山(1671.5ｍ)など巨摩山地の山々からなり、その後方に町名の由来でもある白根三山をはじめ

南アルプスの高峰が連なる。東部は御勅使川扇状地からなる平野であり、その北側と東側をそれぞれ御勅使川と

釜無川によってさえぎられている。甲斐駒ケ岳から南東に連なる山脈中の唐松峠(標高1700ｍ)付近にその源を発

する御勅使川は、急峻な山間を北東に流れ、甲府盆地に出て日本屈指の巨大な扇状地を形成している。白根町を

含めた御勅使川扇状地一帯は、扇状地ゆえ保水力がなく、原七郷などとも言われ、現在でこそ、モモ・ブドウ・

サクランボなどの果樹栽培が盛んであるが、古くはそれほど恵まれた土地ではなかった。この土地で、幕府の許

可を得た江戸の商人徳島兵左衛門俊正は、韮崎市円野上円井から白根町まで堰をひく工事に着手した。その結果、
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寛文７年には曲輪田新田まで通水し、寛文１０年には完成した。これが箱根用水・柳川堰とともに日本三大堰と

言われる‘徳島堰’である。この堰は後に、昭和40年の国庫事業として改修が行なわれ、これにより白根町周

辺は現在の大規模な果樹園地帯を形成するに至った。

第２節歴史的環境（第１図）

百々遺跡が所在する白根町は、御勅使川によって形成された全国でも有数の扇状地であり、このため古くから

水害に悩まされてきた。このため、かつては存在した遺跡もその多くは氾濫によって消滅してしまったものと考

えられてきた。また、これまで遺跡の発掘調査が行なわれる機会もほとんどなく、町内での遺跡の分布は昭和

47年に白根町教育委員会によって行なわれた分布調査によるものしか知られていなかった。しかし近年、甲西

バイパス・中部横断自動車道建設工事関係の調査が行なわれ、扇状地上における遺跡の実体が明らかになり始め

ている。

百々遺跡の周辺では、舞台遺跡（６）で平安時代の遺物の散布が、また清水坂遺跡（８）では縄文時代後期・

弥生時代の遺物の散布がみられる。また上八田下村遺跡（７）では縄文時代から古墳時代の遺物がみられ、焼土

や敷石も確認されている。中部横断自動車道白根インターチェンジ南東部の横堀遺跡（１０）では平成11年度に

調査が行なわれ、縄文時代晩期最終末～弥生時代初頭にかけての土器・石器が多数発見されているほか、該期の

ものとしては珍しい土偶も出土している。住居跡などの遺構は発見されていないものの、遺物の分布状況などか

ら、単なる遺物包含層ではなく、作業場など生活スペースの一部だったと考えられている。また、白根町内では

金山塚古墳（９）とおつき穴古墳（11）という２基の古墳が知られている。いずれも横穴式石室をもつ古墳時代

後期の円墳だと言われており、金山塚古墳の石室内部からは甲青類が出土したと言われているが、これらは中世

の甲青のようである。現在古墳の上には金山権現が祁られている。そのほか、百々地区には鎌倉時代の獅子頭を

今に伝える諏訪神社があり、この獅子頭は県の重要文化財に指定されている。

百々遺跡に関連する時期の遺跡としては、奈良時代～平安時代の住居跡33軒が発見された大塚遺跡（１）や、

奈良時代～中世の住居跡17軒、同じく掘建柱建物跡7軒や中世の道路跡などが見つかった石橋北屋敷遺跡（３）、

平安時代の住居跡13軒、掘建柱建物跡５軒が発見された立石下遺跡(5)、鎌倉時代から室町時代にかけての水

田跡が発見された仲田遺跡（４）などがある。このうち、大塚遺跡については、『倭名抄』に記載されている古

代郷名のうちの‘余郷，に該当する可能性も考えられている。この他、白根町大嵐の善応寺裏山の経塚からは土

製の経筒、鉄製碧（かね）残欠、鉄錐、土師小皿、短刀などが発見されており、平安時代の経塚と考えられてい

る。また、この周辺では土師器や須恵器も採集されている。善応寺の南東には、南北朝時代に高師冬が上杉憲顕

と戦って敗死した須沢城がある。

『和名抄』にある巨麻郡の等々力郷は東八代郡勝沼町の等々力とされているが、白根町百々だという説も古く

からある。また、『続日本後紀』の承和２（835）年に巨麻郡馬相野空閑地五百町を葛原親王に渡したとあり、

この巨麻郡馬相野空閑地が白根町・八田村に相当するものとされている。百々遺跡からは多数の牛馬の骨が発見

されているが、このあたり一帯が中世の八田牧につながるものの可能性もある。

このほかにも白根町には治水に関する多くの施設が残されている。御勅使川の河道変更と信玄堤に関わる堤防

である将棋頭では発掘調査が行われ、現在残る石積みの堤防は近世以降、一部は明治期のものと考えられている。

同じような施設としては駒場・有野地区に‘石積出，といわれる堤が残されている。

【第１図周辺の遺跡】（番号は第１図に対応）

１大塚遺跡／古墳時代初頭・奈良～平安時代２赤山遺跡／縄文時代３石橋北屋敷遺跡／縄文時代・奈良時代

～中世４仲田遺跡／中世～近世の水田跡５立石下遺跡／平安時代６舞台遺跡／平安時代７上八田下村遺

跡／縄文時代～古墳時代８清水坂遺跡／縄文時代後期・弥生時代９金山塚古墳／古墳時代後期１０横堀遺

跡／縄文時代晩期～弥生時代初頭１１おつき穴古墳／古墳時代後期１２下今諏訪遺跡／弥生時代１３七シ打遣

－３－



跡／中世１４十五所遺跡／弥生時代中期～古墳時代前期
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第3章発見された遺構と遺物
百々遺跡1の調査で発見された遺構は竪穴住居跡80軒、掘立柱建物跡3棟、土坑22基、畝状遺構1、溝１６条、

ピット764基である。

また、発見された遺物は平安時代の土師器、須恵器、黒色土器、灰紬陶器、緑紬陶器、奈良三彩陶器、金属製

品、石製品などのほか、古墳時代の土器、弥生時代の土器、大型打製石斧である。

第１節住居跡

発見された順にl～80までの番号を付した。主軸は、東または西壁の方向を表している。時期は、床面または

カマド出土の土師器坪の年代から求めた。

1号住居跡（第５図）［グリッド]１．Ｊ-164[遣存]南側1/2が道路で道路部分にトレンチを設定したが、確認できず。

東壁は確認できず。［重複する遺構]1号土坑[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-86。‐E[東西](3.50)ｍ[南北](2.45)ｍ[壁

高]0.14ｍ[カマド]不明[出土遺物]なし[備考]住居跡ではない可能性あり[時期]不明

2号住居跡（第６．７．１３０．１３１図）［グリッド]Ｈ-166.167[遺存]西側l/3試掘トレンチにより削除される。［重

複する遺構]なし[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-87。‐E[東西](3.70)ｍ[南北](4.50)ｍ[壁高]0.04ｍ[柱穴]壁外に4基、

深さ0.12～0.35ｍ[カマド]東壁ほぼ中央。掘り込みのみ確認。袖は高さ約４mm・焼土範囲のほぼ中央0.24×０．１５

ｍの範囲が被熱。掘り込みの覆土内に土器が散在。煙道は０．１６×0.6ｍ。床面はカマドの前面から南壁にかけて

残存。［遺物の出土状況]浮いた状態で散布[出土遺物]土師器坪・皿・鉢・喪・置カマド、黒色土器坪、須恵器喪、

灰紬陶器壷[時期]10世紀前半

3号住居跡（第８．１３２．１３３図）［グリッド]Ｈ・I-169[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-84。‐E[東

西]4.50ｍ[南北]3.50ｍ[壁高]0.10ｍ[カマド]東壁南寄り。煙道のみ残存。煙道は0.53×0.5ｍで、確認面からの深

さ約6cm[その他]ピット１が西壁際中央に、その東に床面からの深さ約１２cmの掘り込み、またその東に床面から

の深さ約30cmの掘り込みがある。［遺物の出土状況]浮いた状態で散布[出土遺物]土師器坪・皿・護・鉢・置カマ

ド、黒色土器杯、須恵器喪、灰粕陶器皿・長頚壷[時期]10世紀後半

4号住居跡（第９．１０．１３４図）［グリッド]Ｇ・Ｈ-169.170[遣存]西壁が試掘トレンチにより削除される。［重複

する遺構]１．２号溝[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-84。‐E[東西](3.50)ｍ[南北]3.50ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]東壁南寄

り。袖は地山を掘り残し、その上に土を盛って構築している。［その他]南壁際ほぼ中央に床面からの深さ約40ｃｍ

の掘り込みが、南西角に床面からの深さ約１５cmの掘り込みがある。［出土遺物]土師器坪・蕊、黒色土器杯、須恵

器蜜、灰紬陶器碗、鍛練鍛冶津[時期]10世紀前半

5号住居跡（第１１．１２．１３５～137図）［グリッド]Ｈ・I－１７０．１７１[重複する遺構]6号住居跡[平面形]隅丸方形[主
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軸]Ｎ-99。‐E[東西]4.00ｍ[南北]4.25ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド]東壁南寄り。片袖は地山を掘り残し、土を盛って構

築している。煙道は0.9×１．１ｍ。［その他]4箇所の掘り込みは掘り方である。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付

坪・高台付鉢・喪・鉢、黒色土器i不・高台付坪、須恵器喪、円筒形土器、灰紬陶器碗、不明鉄製品[時期]９世紀
後半

6号住居跡（第11.13.138図）［グリッド]Ｈ・I－１７０．１７１[重複する遺構]5号住居跡[平面形]隅丸長方形か[主

軸]Ｎ-113。‐E[東西]4.50ｍ[南北](5.25)ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]東壁南寄り。浅い掘り込みのみ確認。［出土遺物]土

師器杯・皿・高台付杯・喪、灰紬陶器皿、鉄製品釘？[時期]10世紀前半

7号住居跡（第１４．１５．１３９図）［グリッド]E-163.164[重複する遺構]自然流路を切っている[平面形]隅丸方形

[主軸]Ｎ-96。‐E[東西]3.20ｍ[南北]3.30ｍ[壁高]0.45ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は地山を掘り残している。燃焼部

壁は焼土化。煙道は0.45×0.25ｍ。［その他]西壁際に床面からの深さ約１５cmの掘り込みがある。［遺物の出土状

況]カマドの南で完形の坪(２．５)、磨石（２）出土。［出土遺物]土師器i不・皿・高台付坪・蓋・喪、須恵器坪・

蜜・壷[時期]９世紀後半

8号住居跡（第１６．１７．１４０図）［グリッド]１．Ｊ－１６１[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-86。‐E[東

西]3.25ｍ[南北]2.58ｍ[壁高]0.55ｍ[カマド]東壁南寄り。土器片が散在。浅い掘り込み内の底にＳ１．２が、外にほ

ぼ床直上にS3があり三石が接合する。被熱しておらずカマドの構築材かは不明。煙道は0.95×0.55ｍ。［その他］

住居のほぼ中央に３５×３０cmの範囲で床面が焼土化。北・東壁の一部に床面からの深さ約5cmの壁溝、その覆土か

ら士師器坪(1～5）・蓋（６）の破片。［遺物の出土状況]壁溝覆土以外はカマドからの出土のみ。［出土遺物]土師

器坪・蓋[時期]９世紀後半

9号住居跡（第18～２０．１４１図）［グリッド]１．Ｊ-159[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-86。‐E[東

西]3.60ｍ[南北]4.00ｍ[壁高]0.10ｍ[カマド]不明。北壁側東寄りと中央よりやや南東に焼土の集中（焼土１．２）

がみられる。［その他]ピット１は北西壁際にあり、南北1.15ｍ、東西0.65ｍ、床面からの深さ０．１２ｍ・覆土中に

は径１０～20cmの自然石がある。住居の北壁を掘り込んでいることから、本住居跡に伴わない可能性あり。ピッ

ト２はピット１の南側、西壁際にあり、南側半分は掘抜いたため未確認である。確認面からの深さ約40cm，覆土

中に鉄棒1．小ピットが９基。焼土2の西側のピット以外は床面からの深さ約１０cm。［遺物の出土状況]全体に少

なく、焼土１．２の周囲に散布。また覆土中には径１０～２０cmの自然石が散布。［出土遺物]土師器坪・蓋、鍛冶津

[備考]住居跡ではない可能性あり。［時期]９世紀前半か

10号住居跡（第２１．２２．１４２図）［グリッド]』.Ｋ-158.159[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-85。‐

E[東西]3.60ｍ[南北]3.40ｍ[壁高]0.60ｍ[カマド]東壁ほぼ中央。南袖は壁まで続く。土器片が散在。煙道の東側

のピットは煙道の一部か。北側の袖の外側で完形の坪（６）とロクロ整形喪の底部（21）が出土。燃焼部奥壁が

焼土化。煙道0.8×0.5ｍ[遺物の出土状況]全体に量が多い。カマドの周辺に集中するが、全体に散布。墨書土器

｢正」（１）が南壁際ほぼ中央で斜位に床面から約１０cm浮いた状態で出土。これと重なるように底面刻書「×」

(7)、灯明皿（２）が出土。また、カマドの前面から住居の中央付近に径10～25cmの自然石が床面に散布。［出土

遺物]土師器坪・皿・喪、黒色土器坪、須恵器坪・蓋・護[時期]９世紀後半

11号住居跡（第２３．１４３図）［グリッド]Ｋ・Ｌ－１５６．１５７[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-90。‐

E[東西]4.70ｍ[南北]3.40ｍ[壁高]0.10ｍ[カマド]不明。［その他]覆土は1層=暗褐色士（3/4）径約１mmの炭化物若

干含む。粘性弱。［遺物の出土状況]土師器鉢の口縁部破片1点が床面より５cm上で出土したのみ。［出土遺物]土師

器鉢[備考]住居跡ではない可能性あり。［時期]不明

12号住居跡（第２４．１４４図）［グリッド]』．Ｋ-154.155[重複する遺構]2号掘立柱建物跡（ピット2）［平面形]隅

丸方形[主軸]Ｎ-88。‐E[東西]2.60ｍ[南北]3.00ｍ[壁高]0.38ｍ[カマド]残存不良。西壁南寄り。浅い掘り込みと焼

土範囲のみ。［遺物の出土状況]カマドの周囲と東壁際中央付近にやや集中。覆土中から出土。［出土遺物]土師器

坪・皿・雲・鉢[時期]９世紀前半

13号住居跡（第２５．２６．１４５図）［グリッド]Ｇ・Ｈ－１５７．１５８[重複する遺構]8号溝[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ‐
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77。‐E[東西]3.50ｍ[南北]3.40ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド]束壁南寄り。両袖残存。袖は地山を残し土で構築･燃焼部

のほぼ中央に１５×６×２０cmの四角柱状の被熱した石がある（支脚か)。土器が浮いた状態で散在。煙道は０．３×

0.5ｍ。（8号溝に切られている）［遺物の出土状況]カマドの全面南寄りの覆土中に集中、床面から約１０cm浮いた

状態で完形の坪（３）とほぼ完形の坪（１）が並んで正位に出土。また火床面直上で皿（７）が正位に出土。［出

土遺物]土師器坪・皿・蓋・喪[時期]９世紀前半

14号住居跡（第２７．１４６．１４７図）［グリッド]Ｈ-155.156[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-95。‐

E[東西]3.90ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド]東壁南寄り。浅い掘り込みと火床面のみ確認。遺物が散在。煙

道は0.38×0.33ｍ。［その他]壁溝が西壁から北壁の一部に巡る。ピット１は南西角にあり土器片がほぼ同一レベ

ルにある。ピットｌからは完形の土師器坪(7)、刻書土器（５．８）や土師器蓋等が出土。カマドの脇にピット２

があり、床面からの深さは約４０cm。［遺物の出土状況]カマドの南側に集中し、全体に散布。ほとんどが床面直

上出土である。土師器坪（２．３）はカマドの南側から出土。底面に刻書「×」された坪（4）は床面直上から、

灯明皿（1）はやや浮いた状態で出土。F-1は床面から約10cm浮いた状態で出土。［出土遺物]土師器坪・蓋・雲、

黒色土器杯、須恵器雲、不明鉄製品[時期]９世紀後半

15号住居跡（第２８．２９．１４８図）［グリッド]Ｈ・I－１５２．１５３[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ‐

80。‐E[東西]3.50ｍ[南北]3.90ｍ[壁高]0.30ｍ[柱穴]北・東・南壁外に9基[カマド]東壁南寄り。袖は地山を掘り残

している。土器片が浮いた状態で散在。燃焼部は非常によく焼土化。［遺物の出土状況]遺物はカマドの前面と南

壁側に集中するがほとんど覆土中。灯明皿（4）は南東角の床面から約lOcm上、F-1も南東角の床面から約１５ｃｍ

上で出土。また焼成後の貫通孔2ある土師器坪（3）はカマドの南側で床面から約１０cm浮いた状態で出土。［出土

遺物]土師器坪・皿・雲、不明鉄製品[備考]壁外柱穴の底面と住居跡の床面はほぼ同レヴェル。［時期]10世紀前半

16号住居跡（第３０．３１．１４９．１５０図）［グリッド]Ｋ・Ｌ－１５０．１５１[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形[主

軸]Ｎ-86。‐E[東西]4.80ｍ[南北]4.40ｍ[壁高]0.40ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は土層断面観察から地山を掘り残し

て土を盛っている（４．８層)。掘り込みのみを確認。土器片は浮いた状態で散在。煙道0.3×0.8ｍ[その他]北・

西壁際に壁溝が巡る。東・南壁際の落ち込みは掘り方。［遺物の出土状況]北東角に集中する他は全体に散布。ほ

とんど床面から約5～１０cm浮いた状態である。墨書土器（２８．３１．３３）は北東角の集中箇所から、（27）は北

壁際中央から出土。置カマドは散布して出土。［出土遺物]土師器坪・皿・護・鉢・置カマド、黒色土器坪、灰紬

陶器皿・蓋[時期]１０世紀前半

17号住居跡（第３２．３３．１５１図）［グリッド]Ｌ・M-l50[遣存]東側1/3が調査区外[重複する遺構]なし[平面形]隅

丸方形か[主軸]Ｎ-89。‐E[東西](3.00)ｍ[南北]3.80ｍ[壁高]0.20ｍ[カマド]南壁西寄り。浅い掘り込みの覆土に焼

土ブロックを含む。遺物は浮いた状態で散在。［その他]南壁際のカマドより東側に壁溝。［遺物の出土状況]カマ

ドの周辺に散布し5層から出土。［出土遺物]土師器坪・皿[時期]不明

18号住居跡（第３４．３５．１５２図）［グリッド]Ｋ・Ｌ-148.149[重複する遺構]なし[平面形]不整形[主軸]Ｎ-84。‐

Ｅ[東西]3.30ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.40ｍ[カマド]東壁中央よりやや南寄り。袖は2対の石で構築されている。カマ

ドの北側に巨喫が床上約１０cmにあるが、構築材の可能性あり。［その他]カマドの南側は床面から約１５cmの高さ

に棚状施設がある。［遺物の出土状況]棚状施設上の遺物は棚上面から約１０～２０cm浮いた状態で確認。また、そ

れ以外は床面から約10cm浮いた状態で出土。カマドの北側から床面から約20cm浮いた状態で坪（２）と鉄棒（F‐

１）が出土。［出土遺物]土師器杯・皿・蜜、黒色土器杯、磨石、鍛冶津[時期]10世紀後半

１９号住居跡（第３６．１５３図）［グリッド]Ｋ・Ｌ-147.148[重複する遺構]２０．２１号住居跡[平面形]方形か[主軸]Ｎ‐

８６。‐E[東西](4.60)ｍ[南北]4.60ｍ[壁高]0.25ｍ[カマド]不明。［遺物の出土状況]土器片4点が西側の20号住居跡と

の境で出土。［出土遺物]土師器j不[備考]住居跡ではない可能性があり。［時期]不明

２０号住居跡（第３６．１５４図）［グリッド]Ｋ-147.148[重複する遺構]19号住居跡[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-79。‐

Ｅ[東西]4.00ｍ[南北]3.80ｍ[壁高]0.25ｍ[カマド]東壁中央か。深さ約１０cmの浅い掘り込みのみ。［その他]北壁中央

から西壁際に壁溝が巡る。［遺物の出土状況]カマドの南側に集中。全体に散布。床面から浮いた状態。［出土遣
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物]土師器坪・皿・髪、黒色土器坪、灰紬陶器碗[時期]１０世紀前半

２１号住居跡（第３６．３７．１５５図）［グリッド]Ｋ・Ｌ-146.147[重複する遺構]19号住居跡[平面形]隅丸長方形[主

軸]Ｎ-85。‐E[東西]4.50ｍ[南北]3.50ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁中央よりやや南寄り。袖は操で構築されている。

浅い掘り込み。煙道は0.4×0.4ｍ。［その他]南壁際に深さ約１５cmのピットが3基並ぶ。［遺物の出土状況]カマドの

周辺からの出土が多い。床面にほぼ近い。［出土遺物]土師器杯・皿・髪、黒色土器坪、灰紬陶器皿・段皿[備考］

カマドの調査中に雨で崩れたため士層観察ができず、喫の一部も流された。［時期]10世紀前半

22号住居跡（第３９．１５６図）［グリッド]Ｌ・M-145[重複する遺構]23号住居跡[平面形]隅丸長方形か[主軸]Ｎ‐

80。‐Ｅ［南北]4.30ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]不明。［その他]2ケ所の焼土集中があり、西側は床面直上、東側は床面

上約１０cm・北西角近くに不整形の深さ約20～３０cmの掘り込みが有り、床面と同レベルに石の集中がみられる。

住居内には5箇所の掘り込みがあり、床面からの深さは図中に記した。［遺物の出土状況]東側の焼土集中箇所か

ら黒色土器坪（４）が、焼土集中箇所の東側で焼成粘土塊が出土。［出土遺物]土師器坪、黒色土器坪・高台付坪、

灰紬陶器[備考]住居内の掘り込みの覆土は焼土・炭化物を多く含む。［時期]不明

23号住居跡（第３８．３９．１５７．１５８図）［グリッド]L-144.145[重複する遺構]22号住居跡[平面形]隅丸方形か

[主軸]Ｎ-87。‐E[東西]4.00ｍ[南北]5.70ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁南寄り。浅い掘り込みのみ。［その他]南西角

から西壁際に深さ約5cmの壁溝が巡る。［遺物の出土状況]カマドの北側に須恵器護片（１２．１４）が集中。［出土遺

物]土師器坪・皿・蜜、黒色土器坪、須恵器婆・平瓶、磨石[時期]不明

24号住居跡（第４０．４１．１５９．１６０図）［グリッド]Ｋ・Ｌ－１４３．１４４[遣存]南壁の一部が撹乱されている。［重複

する遺構]25号住居跡[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-91.5。‐E[東西]3.80ｍ[南北](3.60)ｍ[壁高]0.25ｍ[カマド]東壁ほぼ

中央。袖は地山を掘り残している。煙道は0.3×0.28ｍ。［遺物の出土状況]カマドの南側に集中。床面から約１０

cm上で出土。この集中から羽釜（23)、灰紬陶器（29）等が出土。また、鉄淳（F-1）が南側の25号住居跡と

の境で床面から約５cm上で、鉄製品（F-2）がカマドの前面で床面から約20cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・

皿・蜜・羽釜、須恵器蜜・壷、灰紬陶器壷、鉄製品、鉄津[備考]調査中雨で遺物が流れたため一括遺物が多い。

[時期]９世紀後半

25号住居跡（第４０．４２．１６１図）［グリッド]Ｋ・Ｌ-142.143[遣存]東壁の一部が撹乱されている。［重複する遺

構]２４．２６号住居跡、１０号土坑[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-96。‐E[東西]4.30ｍ[南北](4.00)ｍ[壁高]0.45ｍ[カマ

ド]東壁ほぼ中央。両袖石が残存。土師器護片（４．９）が散在。煙道0.3×0.65ｍ[遺物の出土状況]遺物の量が比

較的少ない。カマドの前面にやや集中。［出土遺物]土師器杯・皿・喪、須恵器坪・雲、灰紬陶器長頚壷[時期]不明

26号住居跡（第40.162図）［グリッド]Ｋ・L-142[重複する遺構]25号住居跡[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-83。‐

E[東西]3.60ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]不明。南東角に焼土ブロックの集中がみられたが、明確な火床

面はない。［遺物の出土状況]住居の南東4分の１に散布。床面から約１０cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・皿、黒

色土器i不[時期]不明

27号住居跡（第43.163図）［グリッド]Ｍ・Ｎ－１４１．１４２[遣存]東壁が調査区外[重複する遺構]なし[平面形]不整

形[主軸]Ｎ-86。‐E[東西](4.30)ｍ[南北]5.00ｍ[壁高]0.6～0.8ｍ[カマド]南東角。袖は地山を掘り残している。土器

が浮いた状態で散在。煙道は0.15×0.18ｍ。［その他]セクションの交点付近で床面から約１０cm上に炭化材出土。

[遺物の出土状況]カマドの周囲にやや集中。ほとんどが床面に近い。［出土遺物]土師器杯・皿・雲、黒色土器坪

[備考]2軒以上の重復か[時期]９世紀前半

28号住居跡（第４４．４５．１６４図）［グリッド]』．Ｋ-149.150[重複する遺構]西壁がピットに切られている。［平

面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-87。‐E[東西]4.50ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は地山を掘り残し

ている。火床面を有し、燃焼部壁は焼土化。［その他]掘り込みが3箇所。北東角は床面からの深さ１６cm，中央は

１７cm、南西角は１０cm。［遺物の出土状況]遺物はカマドの周辺に散在、床面から約5cmの間に位置する。カマドの

前面の床面からイノシシの臼歯破片。［出土遺物]土師器坪・皿・喪、灰紬陶器皿[備考]本住居跡を切っているピ

ットからウマの臼歯破片出土。［時期]10世紀前半
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29号住居跡（第４６．１６５図）［グリッド]Ｈ・I-143.144[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-79。‐

E[東西]3.40ｍ[南北]3.10ｍ[壁高]0.20ｍ[カマド]束壁南寄り。浅い掘り込みのみ。土器が散在。置カマド片(18～

21）が出土。［その他]ピットが4基あり１～3は床面からの深さ約１０cm、４は１５cmで、１～3の覆土には焼土・炭化

物ブロック多く含む。［遺物の出土状況]カマドの周囲の床面からとピットの覆土から出土。［出土遺物]土師器

坪・皿・護・置カマド、黒色土器杯、緑紬陶器皿[時期]10世紀前半

30号住居跡（第４７．４８．１６６図）［グリッド]１．Ｊ-143.144[遺存]東壁がサブトレンチにより、北東角は土坑に

削除。［重複する遺構]31号住居跡[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-80。‐E[東西]3.60ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.40ｍ[カマド］

東壁南寄り。袖は地山を掘り残し、その上に土を盛っている。土器が散在。［遺物の出土状況]カマドの周辺と西

壁中央付近に散布。F-2は西壁中央の散布の所で床面から約lOcm上で出土。全体に遺物は床面からやや上で出土。

[出土遺物]土師器坪・皿、雲、黒色土器坪、鉄製品[時期]９世紀後半

31号住居跡（第４９．１６７．１６８図）［グリッド]Ｊ・K-143[遺存]東壁が撹乱により削除。北壁の一部が土坑に削除。

[重複する遺構]30号住居跡[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-88。‐E[東西](4.00)ｍ[南北]4.20ｍ[壁高]0.55ｍ[カマド]東

壁南寄り。袖は地山を掘り残し、その上に土を盛っている。土器が散在。［その他]カマドの西側に4つの小穴が

ある。一番西側にある不整形の穴は床面からの深さ約１５cm、他の3つは約１０cm。［遺物の出土状況]カマドの周辺

に集中するが、ほとんどが床面から浮いた状態である。墨書土器「甲斐」（5）はカマドの北側で床面から５cm上

で出土。またカマドの西側から出土した完形の坪（1）は床面から１０cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・高台付

坪・皿・蜜、黒色土器坪・高台付坪、須恵器坪・雲、灰紬陶器長頚壷[時期]９世紀後半

32号住居跡（第５０．１６９～171図）［グリッド]』．Ｋ－１４１．１４２[遣存]西壁がサブトレンチにより削除[重複する遺

構]１１号土坑、３４号住居跡？[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-85。‐E[東西](4.40)ｍ[南北]4.90ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド］

東壁南寄りか。袖石らしい篠と焼土ブロックの混入。［その他]南西角にピット１，中央より北側にピット２があり、

北壁際西に床面からの深さ約25cmのピットが、また、カマドの西側には床面からの深さ約5～１０cmの浅い落ち込

みを有す。ピット２の覆土から土師器坪(3)、皿（30）等と、炭化したイネ・アワーヒエ・オオムギ・コムギが

出土。［遺物の出土状況]遺物の量は多い。カマドの周辺に集中。南東角のほぼ床面から土師器坪（１）、黒色土器

坪（１４．１５）が出土。北東角付近からは床面から約20cm上で土師器坪（５．６)、４０cm上で鉄鎌（F-1）が出土。

東壁際中央よりやや北寄りの床面から約１０cm上で鉄製鎌（F-4）が出土。ピットｌの東側床面から碗形鍛練鍛冶

津（F－２．３）が出土。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付坪・蓋・喪、黒色土器杯・高台付杯・高台付皿、須恵器

雲、灰紬陶器碗、鉄製品、椀形鍛錬鍛冶津[時期]９世紀後半

33号住居跡（第５１．５２．１７２図）［グリッド]Ｋ・L-l40[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-77。‐E[東

西]3.50ｍ[南北]3.20ｍ[壁高]0.45ｍ[カマド]東壁南寄り。片袖のみ残存。袖は地山を掘り残し、土を盛っている。

壁面がよく焼けて焼土化。土器片が散在。煙道は0.4×0.5ｍ。［その他]カマドの南、住居の南東角に床面からの

深さ約１０cmのピット１．２がある。北壁際やや南寄りの所の床面に焼土ブロック集中あり。［遺物の出土状況]遺

物はピット１．２の上に集中し、ピット１の覆土中からは三彩陶器小壷片（11）が出土。住居の覆土中からは二彩

陶器小壷片（１２）が出土。ピット１の上床面より約５cm上で、須恵器壷片（９）が出土。［出土遺物]土師器杯・

皿・喪、須恵器壷・蜜、灰紬陶器長頚壷・壷、奈良三彩陶器小壷[時期]９世紀前半

34号住居跡（第５３．５４．１７３図）［グリッド]１．Ｊ－１４２．１４３[遺存]東壁がサブトレンチにより削除[重複する遺

構]35号住居跡に切られている。１１号士坑に切られている。３２号住居跡？[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-85。‐E[東

西]4.10ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁南寄り。浅い掘り込みのみ。遺物は土器片2点のみ。［その他]カ

マドの北側から北壁際、西壁際に壁溝。［遺物の出土状況]住居の東側半分に散布して、特にカマドの南西に集中

する。カマドの南西の床面からは完形に近い杯（４．８．９．１０）や高台付坪（12）が出土。［出土遺物]土師器

杯・皿・高台付杯・蓋・寮、須恵器短頚壷・髪、石製品[時期]９世紀後半

３５号住居跡（第５５．１７４．１７５図）［グリッド]Ｈ・I-142.143[重複する遺構]34号住居跡を切っている。３６号住

居跡を切っている。［平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-84。‐E[東西]4.10ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.45ｍ[カマド]東壁南寄
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り。袖は一部欠損しているが、地山を掘り残して片側は袖石を有し、もう一方は須恵器喪胴部破片（25）を構

築材としている。土器が散在。完形の坪（１）が袖石と同レベルで出土。また獣骨の焼骨片（骨１．２）が覆土中

から出土。煙道は0.25×0.3ｍ。［遺物の出土状況]カマドの周辺に集中。甑形土器（19）はカマドから３片とそ

の周囲からの破片が接合した。刀子？（F-1）と鉄鎌（F-2）は床面から１０～20cm上でカマドの南側で出土。住

居の南西部分で床面から約30cm上で焼骨片（骨l）が出土。３/4残存の土師器皿（９．１４）や軽石（S-1)、灰紬

陶器（21）はカマドの西側から床面から約１０cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・皿・蜜、黒色土器坪．高台付

坪、須恵器雲、灰紬陶器皿・長頚瓶、鉄製品、軽石[時期]10世紀前半

36号住居跡（第５５．５６．１７６図）［グリッド]Ｈ・I-142[遣存]西壁が調査区外（百々 遺跡4）［重複する遺構]35号

住居跡[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-82。‐E[東西](2.20)ｍ[南北]2.90ｍ[壁高]0.60ｍ[カマド]東壁南寄り。士囲いの

カマド。平面確認の時に南北1.04ｍ、東西0.78ｍの隅丸長方形の焼土の帯が認められた。焼土の帯はそのまま隅

丸長方形の掘り込みとなる。第56図の１７．２９層が火床面をあらわし、５．１１．１８～２１層がカマドの構築土で

ある。掘り込みの東側中央よりやや北寄りに煙道が東西0.95ｍ、南北0.53ｍの東西に長い隅丸長方形を呈する。

土器が散在。［遺物の出土状況]南西角の調査区際の床面から須恵器高台付坪（２）が出土した他はカマドからの

出土のみ。［出土遺物]土師器坪・霞、須恵器高台付坪・護[備考]カマドの形態が他の住居跡と異なる。［時期]８世

紀後半

37号住居跡（第５７．５８．１７７図）［グリッド]Ｋ・L-139[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-87。‐

E[東西]3.70ｍ[南北]3.20ｍ[壁高]0.60ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は地山を掘り残している。燃焼部壁から煙道は

よく焼けて焼土化している。燃焼部と南袖外側から焼骨片１８点が出土。燃焼部内から完形の土師器蓋が、南袖

外から完形の土師器坪が床面と同レヴェルで出土。煙道は0.45×0.25ｍ。［遺物の出土状況]住居内の土器は北側

に集中し、覆土の下層に位置する。カマドの火床面上から杯（７）が潰れて出土。カマドの南側で杯（１）が出

土。［出土遺物]土師器坪・皿・喪、須恵器坪・高台付皿[時期]９世紀後半

38号住居跡（第５９．１７８図）［グリッド]１．Ｊ-139[遺存]サブトレンチにより削除[重複する遺構]39号住居跡[平面

形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-88。‐E[東西]3.70ｍ[南北]2.60ｍ[壁高]0.15ｍ[カマド]不明。南東角付近に焼土ブロックの

集中がみられるが、掘り込み等は認められない。［遺物の出土状況]住居の北壁中央付近の床面から杯（１）が出

土。［出土遺物]土師器坪[時期]１０世紀前半

39号住居跡（第59～６１．１７９．１８０図）［グリッド]』．Ｋ－１３８．１３９[遣存]サブトレンチにより削除[重複する遺

構]38号住居跡[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-85。‐E[東西]3.60ｍ[南北]3.50ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁に2基。北側

を①、南側を②とする。①は袖や掘り込み等は認められず、構築材と思われる操の遺存と土器の散在が認められ

る。土層観察からカマドとしたが確証はない。②は袖石を有し土器が散在する。［その他]西壁際の床面上約10ｃｍ

に焼土の集中がある。焼土の周辺から同レヴェルで土師器坪・護（18)、須恵器雲（23）片が出土。［遺物の出

土状況]カマド①の西側では床面から約１０cm以上上で土器片が散布する。その中に土師器坪（４）がある。カマ

ド②の東側は集中して土器が出土し、床面からは土師器杯(1)、約lOcm上で須恵器杯（21)、２０cm以上上で住

居の南東角からは土師器坪（２）が出土。円筒形土器はカマド①．②の西側で床面から１０～20cm上で散布してい

た。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付杯・雲、黒色土器坪、円筒形土器、須恵器坪・雲、弥生土器[時期]９世紀後

半

40号住居跡（第６２．６３．１８１図）［グリッド]Ｍ・Ｎ－１３９．１４０[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ‐

80。‐E[東西]3.60ｍ[南北]3.20ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は南側のみ残存。土を構築材とする。北側

には操が残存しており袖石の可能性がある。火床面と壁の一部が焼土化。中央の石は支脚か。［その他]カマドの

南側に0.9×0.7ｍの浅い掘り込みがあり、覆土中に土師器杯（２）・蓋（４）雲（５）などの土器片を含む。［遺物

の出土状況]遺物はカマドの周辺でやや集中する。ほとんどが床面から約５cm～20cm上で出土。鉄製品が2点、Ｆ‐

1は床面から約20cm、F-2は５cm上で出土。骨1は床面から約5cm上で出土。遺物と同層位に径約１０～２０cmの自然

石が7個、北東角に4個北西角に２個、南壁際中央に１個。［出土遺物]土師器坪・皿・蓋・喪、須恵器喪、鉄製品
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[時期]９世紀後半

41号住居跡（第６４．６５．１８２図）［グリッド]Ｌ・Ｍ-136.137[重複する遺構]ピット１１が南東角を切っている。

番号なしの土坑が南壁を切っている。［平面形]不整形[主軸]Ｎ-80°‐E[東西]4.00ｍ[南北]3.90ｍ[壁高]0.30ｍ[カマ

ド]南東角。火床面が残存。住居外の焼土範囲は煙道部とおもわれる。土器とともに操が散在することから構築

材に使っていた可能性がある。燃焼部の北側で土師器杯（１）の下に（２）が重なって出土。燃焼部の面からは

(3)が出土。煙道は0.38×0.22ｍ。［その他]ピット１は深さ約１５cm、覆土は1層=暗褐色士（3/3）：焼土粒・炭

化物粒を含みしまり強[遺物の出土状況]ピットｌの東側で床面に集中し、土師器坪（４．５．１０）が出土。北西

角からは床面から約１５cm上で完形の杯（１）が出土。他は床面から１０cmの間に全体に散布。［出土遺物]土師器

坪．皿．脚高高台付坪・蓋・護[備考]炭lは南西角で床面から１０cm上で出土。［時期]11世紀前半

42号住居跡（第６６．６７．１８３図）［グリッド]Ｌ・Ｍ－１３６．１３７[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ‐

84。‐E[東西]4.00ｍ[南北]3.25ｍ[壁高]0.18ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は地山を掘り残して土を盛っている。浅い

掘り込みの中に２箇所約５cmの深さをもつ凹みがある。燃焼部奥壁の上部が焼土化。遺物が散在。［その他]東壁

を除く壁際に壁溝が巡る。カマドの南側に深さ約１０cmの浅い掘り込みがあり、その西側に土器が集中。［遺物の

出土状況]カマドの西側に集中。北壁壁溝内に口縁部の欠損した灰紬陶器壷（８）が出土。［出土遺物]土師器坪・

皿・蜜、灰紬陶器壷[時期]９世紀後半

43号住居跡（第６８．１８４図）［グリッド]Ｎ-135.136[遣存]中央が撹乱を受けている[重複する遺構]なし[平面形］

不整形[主軸]Ｎ-87。‐E[東西]4.10ｍ[南北]3.58ｍ[壁高]0.13ｍ[カマド]不明。東壁北寄りに床面レベルに焼土が広

がり下部に掘り込みを有する。カマドの可能性あり。［その他]南東角にピット１が中央付近に床面からの深さ１６

cmの浅い掘り込みがある。［遺物の出土状況]遺物の量は少ない。焼土の周囲に集中。［出土遺物]土師器杯[時

期]10世紀前半

44号住居跡（第６９．１８５．１８６図）［グリッド]Ｌ・Ｍ-135.136[重複する遺構]１３号土坑に切られている。［平面

形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-80。‐E[東西]3.85ｍ[南北]3.70ｍ[壁高]0.36ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖石が残存。燃焼部

奥壁が焼土化。土器が散在。［その他]ピット３基がある。［遺物の出土状況]住居の南側2分の１に集中する。特に

カマドの周辺に多く床面に近いところから土師器坪（２．３）・皿（11）が出土。ピット３の遺物は1層から出土。

砥石は南壁際ほぼ中央の床面から出土。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付坪・蓋・雲、須恵器坪・喪、鉄製品、

砥石[時期]９世紀前半

45号住居跡（第70.187図）［グリッド]J-135[遺存]東壁がサブトレンチにより削除[重複する遺構]なし[平面形］

方形か[主軸]Ｎ-93。‐E[東西](1.55)ｍ[南北]2.70ｍ[壁高]０．１４ｍ[カマド]不明。［その他]北壁から東壁、南壁際に壁

溝が巡る。［遺物の出土状況]遺物は非常に少ない。完形の土師器杯（1）は西壁際の中央よりやや南寄りで床面

から出土。南西角からは床面で黒色土器坪(2)、北壁際の壁溝が途切れた位置からも土師器坪（３）が出土。［出

土遺物]土師器杯・皿、黒色土器坪[時期]10世紀前半

46号住居跡（第７１．７２．１８８．１８９図）［グリッド]』．Ｋ-134.135[遣存]中央より西側がサブトレンチにより削

除[重複する遺構]１２．１３号ピットに切られている。４９号住居跡。［平面形]方形[主軸]Ｎ-89。‐E[東西]2.90ｍ[南

北]3.10ｍ[壁高]0.14ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖石残存。火床面焼土化。火床面より約１０cm上に土器片が敷かれ

たように出土。［その他]カマドの南西に床面からの深さ約２０cmの掘り込みがあり覆土中に土器片を含む。［遺物

の出土状況]鉄鎌が北壁際中央の覆土中から出土。１３号ピットの西側の床面から約5cm上で土師器杯（３）が出土

した他はカマドの南西の掘り込みから土器片が出土。［出土遺物]土師器坪・皿・髪、鉄鎌[時期]９世紀後半

47号住居跡（第７３．７４．１９０図）［グリッド]Ｋ・Ｌ-133.134[重複する遺構]48号住居跡に切られる。312号ピ

ット。［平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-89°‐E[東西]3.10ｍ[南北]3.00ｍ[壁高]0.06ｍ[カマド]東壁南寄り。燃焼部は

浅い掘り込みを有す。袖石が残存。周囲にも床面直上に操が散乱する。［その他]ピットが壁や床面に掘り込まれ

ているが、本住居跡に伴わない可能性あり。［遺物の出土状況]カマドの西側に集中。床面からは土師器坪(1)、

床面より約５cm上で土師器坪（２）と妻（３）が出土。［出土遺物]土師器坪・雲、鉄製品[備考]ピット群の中にあ
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る。［時期]９世紀後半

48号住居跡（第７３．７５．１９１．１９２図）［グリッド]Ｌ・Ｍ-134.135[重複する遺構]47号住居跡を切る。［平面形］

隅丸長方形[主軸]Ｎ-92。‐E[東西]3.50ｍ[南北]5.30ｍ[壁高]0.22ｍ[カマド]東壁南寄り。浅い掘り込みのみ。土器

が散在。［その他]中央南寄りに位置するピット１は覆土に焼土・炭化物ブロックを含み、土器片を多く含む。ピ

ットｌ以外のピットは本住居跡に伴わない可能性あり。［遺物の出土状況]遺物の量は多い。カマドの西南側に集

中し、床面から完形の土師器坪（７）．Ⅲ（１３．１６）が出土。覆土中からは東壁際ほぼ中央から完形の坪(1)、

北壁際中央よりやや東側で土師器坪（４．５）が出土。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付坪・髪、黒色土器坪・皿、

鉄製品[備考]ピット群の中にある。［時期]９世紀後半

49号住居跡（第７１．１９３図）［グリッド]１．Ｊ-133.134[遣存]東壁がサブトレンチにより削除[重複する遺構]46号

住居跡[平面形]不整形[主軸]不明[東西](2.70)ｍ[南北]4.20ｍ[壁高]0.24ｍ[カマド]不明。［その他]西壁を確認面から

の深さ２６cmのピットが切っているが本住居跡に伴う物かは不明。［遺物の出土状況]覆土中の南壁際から土器片

(２．３．４）と鉄製品（F-1）が出土。［出土遺物]土師器杯・焼成粘土塊、須恵器蜜、鉄製品[備考]住居跡ではな

い可能性あり。［時期]不明

50号住居跡（第７６．７７．１９４図）［グリッド]Ｍ・Ｎ-133.134[重複する遺構]51号住居跡に切られている。［平面

形]隅丸方形[主軸]Ｎ-82。‐E[東西]4.60ｍ[南北]4.60ｍ[壁高]0.38ｍ[カマド]東壁南寄り。浅い掘りこみと火床面残

存。奥壁と煙道の一部が焼土化。掘り込みの南側に土器が集中するが、床面から１０～20cm浮いている。南北の

士層断面図からは地山を残して袖にしているとおもわれるが、平面では未確認。浅い掘り込みの南側で床面から

土師器坪（１．２）が出土。獣骨の焼骨片出土。煙道は1.1×0.6ｍ。［その他]東壁北側から北壁・西壁北側に壁溝。

[遺物の出土状況]カマドの西側床面から完形の土師器皿（３）が、北壁際付近のほぼ中央床面から完形の須恵器

杯（14）が出土。カマド内と周辺から円筒形土器（15）が床面から出土。灰紬陶器壷（16）は住居の中央床面

から約30cm上で出土。鉄製品（F-1）はカマドの南西床面から、（51住F-l）は南西角の床面から出土。［出土遺

物]土師器坪・皿・蓋・婆・円筒形土器、黒色土器高台付坪、須恵器坪・蓋・雲、灰紬陶器壷、鉄製品[備考]始め

切り合い関係が解らなかったため、５１号住居跡の遺物が含まれている可能性がある。ピット群の中にある。［時

期]９世紀後半

51号住居跡（第７６．７７．１９５．１９６図）［グリッド]Ｍ・Ｎ－１３３[遣存]西壁が撹乱を受けている。［重複する遺

構]50号住居跡を切っている。５２号住居跡。［平面形]隅丸長方形か[主軸]Ｎ-85。‐E[東西](4.40)ｍ[南北]3.80ｍ[壁

高]0.20ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖石の一部と火床面が残存。土器が散在。南袖石の南側床面から土師器坪

(10）が出土。［遺物の出土状況]遺物の量は多い。ほとんどが床面から１０～２０cm上で全体に散布する。カマドの

南西からは床面からやや上で土師器坪（６．７）が出土。カマドの北側床面で須恵器（34）が出土。灰紬陶器碗

(38）はカマドの周辺覆土中、皿（37）は北東角近くの床面から出土。砥石（Ｐｌ２５）は北壁際ほぼ中央の床面

から約１０cm上から出土。鉄釘（Ｆ２）は南西角近くの覆土中から出土。［出土遺物]土師器坪・皿・脚高高台付

坪．喪．羽釜、黒色土器高台付杯・脚高高台付杯、須恵器坪・喪、灰袖陶器碗、鉄釘、砥石[備考]ピット群の中

にある。［時期]10世紀後半

52号住居跡（第76.197図）［グリッド]Ｎ・○－１３２．１３３[重複する遺構]５１．５３．５４号住居跡。３３号ピット。

[平面形]長方形か[主軸]Ｎ-92。‐E[東西]3.00ｍ[南北]4.22ｍ[壁高]0.15ｍ[カマド]不明。［遺物の出土状況]遺物の量

は少ない。全て覆土中からの出土で、特に集中はしない。刀子（F-1）は中央付近から出土。［出土遺物]土師器

杯．Ⅲ、喪、黒色土器i不、須恵器雲、刀子、ｓ字状口縁台付妻[備考]住居跡ではない可能性あり。ピット群の中

にある。［時期]10世紀前半か

53号住居跡（第７６．１９８図）［グリッド]○-132.133[遣存]住居の北東4分の1が調査区外。［重複する遺構]52号

住居跡。［平面形]長方形か[主軸]Ｎ-85。‐E[東西]3.94ｍ[南北]4.90ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]不明。南東角に焼土あ

り。［遺物の出土状況]遺物の量は少ない。中央の床面から土師器皿(2)、灰紬陶器皿（５）が出土した他は覆土

中から出土。焼土の周辺からは径１０～２０cmの篠が散布。［出土遺物]土師器坪・皿・脚高高台付皿・蜜、灰紬陶
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器皿[備考]ピット群の中にある。［時期]10世紀後半

54号住居跡（第７６．７７．１９９．２００図）［グリッド]Ｍ・Ｎ・○－１３１．１３２[重複する遺構]52号住居跡。３８～42号

ピット。［平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-86。‐E[東西]5.20ｍ[南北]5.30ｍ[壁高]0.14ｍ[カマド]南東角か。南東角に焼

土ブロック集中箇所あり。火床面のみ残存。［その他]中央より北側に床面直上で焼土。南西角にピット１があり

覆土中から土器釜(6)、銭が出土。［遺物の出土状況]南東角周辺の覆土中から土師器坪（１．３)、小皿(2)、蜜

(5)と灰紬陶器段皿（７）が出土。ピット１の北東から土師器坪（４）が出土。［出土遺物]土師器杯・蜜、灰紬陶

器段皿、小皿[備考]ピット１は本住居に伴わないだろう。ピット群の中にある。［時期]不明

55号住居跡（第７８．７９．２０１図）［グリッド]Ｌ・Ｍ-131.132[重複する遺構]132.252号ピット[平面形]不整形

[主軸]Ｎ-92。‐E[東西]3.90ｍ[南北]3.50ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁南寄り。火床面のみ確認。土層断面から２．

４．５．６．７層が袖であった可能性が考えられる。土器は3層から出土。［その他]南壁東寄りにピットｌがある。

[遺物の出土状況]覆土中から出土。南西にある不整形の落ち込みに落ち込んでいる他は全体に散布。［出土遺物］

土師器杯・皿・護・鉢、須恵器坪・壷[備考]ピットが多数あるが、本住居に伴わない可能性大。ピット群の中に

ある。［時期]不明

56号住居跡（第８０．２０２図）［グリッド]○・Ｐ－１３０．１３１[重複する遺構]14号土坑、３７号ピット[平面形]長方形

[主軸]Ｎ-87。‐E[東西]4.80ｍ[南北]3.90ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]不明。［その他]西壁南端に確認面からの深さ約１０

cmの長方形の掘り込みが突出、底面に焼土がみられる。床面にピットがいくつかある。両者とも本住居との関係

は不明。［遺物の出土状況]遺物は少ない。住居の南東4分の１にやや集中する。青磁皿（7）は南壁際中央より東

寄りのピット覆土中から出土。他はほとんど床面から１０cm以上で出土。置カマド（４）が南東角の床面から約１０

cm上で出土。［出土遺物]土師器杯・脚高高台、柱状高台、置カマド、灰紬陶器、青磁、白磁、砥石[備考]ピット

群の中にある。［時期]不明

57号住居跡（第８１．８２．２０３．２０４図）［グリッド]Ｎ・○-130[重複する遺構]なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ‐

８４．－E[東西]3.15ｍ[南北]3.60ｍ[壁高]0.25ｍ[カマド]東壁南寄り。袖石と火床面が残存。土器片が浮いた状態で

散布。鉄雛（F-1)、羽釜（７）等出土。［その他]北壁際中央に径約0.75ｍの円形を呈した掘り込みが有り、本住

居を切っている。この掘り込みから、灰紬陶器碗（１０)、土師器坪（２）が出土。［遺物の出土状況]遺物は少ない。

南壁際中央よりやや西寄りの床面から土師器坪（１）が出土。椀形鍛練鍛冶津（F-1）は床面から約１５cm上で出

土。［出土遺物]土師器坪・皿・喪・羽釜、黒色土器坪・鉢、須恵器喪、灰紬陶器碗、鉄錬、碗形鍛練鍛冶津[時

期]不明

58号住居跡（第８３．８４．２０５図）［グリッド]Ｍ・Ｎ-129[重複する遺構]18号土坑に切られている[平面形]隅丸方

形[主軸]Ｎ-92。‐E[東西]3.40ｍ[南北]3.35ｍ[壁高]0.28ｍ[カマド]残存不良。東壁南寄り。浅い掘り込みのみ。長

さ約45cmの操が1つあるが構築材の可能性あり。［その他]北・西壁際に床面からの深さ１～１１cmの壁溝がある[遺

物の出土状況]カマド及びカマドの周辺の床面に近い位置から土師器坪（１．２)、高台付杯(3)、蓋（４）が出土。

鉄錬・紺？（F-1）は北壁際中央で床面から約25cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・高台付坪・蓋・蜜、須恵器

坪・雲、鉄雛・紺？[時期]９世紀後半

59号住居跡（第８５．２０６．２０７図）［グリッド]○・P-l27[遣存]東壁が調査区外、南壁は排水溝により削除[重複

する遺構]なし[平面形]不明[主軸]Ｎ-87。‐E[東西](3.70)ｍ[南北](2.65)ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド]北壁際に火床面のみ

残存、土器が火床面からやや浮いた状態で散布。［その他]土層観察から東壁にもカマドがあった可能性あり（第

８５図１５層)。カマドの南東に床面からの深さ約１５cmのピットが、またそのピットの南側に深さ約１０cmの掘り込

みがある。［遺物の出土状況]全体に床面から約20cm上までに散在。カマドの東側で床面から約２０cm上で黒色土

器高台付坪（10）と完形の土師器Ⅲ（５）が出土。カマドの南東にあるピット覆土から土師器坪（１）が、また

そのピットの掘り込み際から黒色土器？杯（９）が出土。住居の南西部の床面からはほぼ完形の手裡ね土器（１１）

が出土。緑紬陶器皿（23）はカマドの反対側の排水溝との境で床面から出土。住居の覆土中からは径１０～20ｃｍ

の自然喋が８つ出土。被熱は認められない。［出土遺物]土師器坪・皿・雲・羽釜・手握ね土器、黒色土器坪・高
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台付坪、須恵器雲、灰紬陶器碗、緑紬陶器皿[時期]10世紀後半

６０号住居跡（第８６．８７．２０８．２０９図）［グリッド]Ｍ・Ｎ-127.128[重複する遺構]61号住居跡を切っている[平

面形]隅丸方形[主軸]Ｎ-84。‐E[東西]３．１０ｍ[南北]3.30ｍ[壁高]0.45ｍ[カマド]東壁南寄り。北側の袖が残存。袖は

地山を掘り残し操を構築材としていたと思われる。燃焼部奥壁と煙道が焼土化。土器片が浮いた状態で散布。ウ

マの上顎臼歯が数点出土しているが焼けていない。煙道は入り口で幅約25cmの横穴が約20cm続き幅約１５cmに狭

くなり径約40cm、深さ約25cmの竪穴が出口となる。［遺物の出土状況]カマドの北側にやや集中するものの全体

に浮いた状態で散布。カマドの北側からは床面から２０cm以上上で土師器皿（４．６)、黒色土器坪(3)、灰紬陶器

皿（15）が出土。白磁碗（１６）は住居の南西角付近で床面から約30cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・皿・喪、

黒色土器i不、須恵器坪・喪、灰紬陶器皿、白磁碗[備考]現場で発掘中に切り合い関係が不明だったため、カマド

以外の遺物を６０．６１号住居跡として取り上げた。［時期]10世紀前半

６１号住居跡（第８６．８８．２１０図）［グリッド]Ｍ・Ｎ－１２７．１２８[重複する遺構]60号住居跡に切られている[平面

形]隅丸方形[主軸]Ｎ-89。‐E[東西]3.80ｍ[南北]3.90ｍ[壁高]0.45ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖が残存。南側の袖は

使用中に補強を施している。土器片が浮いた状態で散布。南側の袖際に完形の坪2点（１．２）出土。カマドの南

側に床面からの深さ約１０cmの掘り込みがある。［その他]住居のほぼ中央にピットｌ、西壁の一部に深さ約5cmの

壁溝がある。ピットｌの覆土中から土師器坪（３）が出土。［遺物の出土状況]カマドの西側で集中。ほとんど床面

からの出土。住居の南東角からは完形の土師器坪（４．７）が床面から約１５cm上で出土。紡錘車（F-l）は住居の

中央より南寄りの床面から約5cm上で出土。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付杯・蓋、須恵器高台付杯・壷・蜜、

鉄製紡錘車[備考]現場で発掘中に切り合い関係が不明だったため、カマド以外の遺物を６０．６１号住居跡として

取り上げた。［時期]９世紀後半

62号住居跡（第89図）［グリッド]Ｍ-127[遣存]南壁が排水溝により削除[重複する遺構]63号住居跡[平面形]隅丸

方形か[主軸]Ｎ-92。‐E[東西](1.60)ｍ[南北](1.30)ｍ[壁高]0.04～0.09ｍ[カマド]不明[その他]63号住居跡寄りの覆

土中に径約15cmの操が散布[出土遺物]なし[備考]住居ではない可能性あり[時期]不明

63号住居跡（第８９．２１１図）［グリッド]Ｍ-127[遣存]南壁が排水溝により削除[重複する遺構]62号住居跡[平面形］

方形か[主軸]Ｎ-85。‐E[東西]3.00ｍ[南北](2.40)ｍ[壁高]0.07～0.14ｍ[カマド]不明[その他]覆土中に径１０～20ｃｍ

の操が散布[遺物の出土状況]土師器皿破片（１）と不明鉄製品（F-1）が覆土中より出土したのみ[出土遺物]士師

器皿、鉄製品[備考]住居ではない可能性あり[時期]不明

64号住居跡（第９０．９１．２１２．２１３図）［グリッド]Ｌ・M-l38・’39[重複する遺構]１４号溝に切られている[平面

形]方形か[主軸]Ｎ-83。‐E[東西]4.50ｍ[南北](2.00)ｍ[壁高]0.60ｍ[カマド]東壁か。東壁際で浅い掘り込みに焼土

が集中する。［遺物の出土状況]2箇所の集中がある。１つはカマドの周囲の床面から２５cm上から14号溝内に流れ

込むように、土師器蜜の破片が多いが、土師器坪（２）・皿（６）が床面より約２０cm上で出土。もう一つは住居

の北壁中央から14号溝に向って床面上25cmから床面にかけて集中。土師器坪（１）．Ⅲ（７．９)、鉄釘？（F-l）

が床面より約２０cm上で、床面からは不明鉄製品（F-2）が出土。［出土遺物]土師器i不・皿・高台付j不・喪、鉄製

品[備考]１４号溝との境が分らなかったため遺物は全て１４号溝として取り上げた。［時期]不明

65号住居跡（第９２．２１４図）［グリッド]』．Ｋ・L-l31[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形か[主軸]Ｎ-83。‐E[東

西]9.50ｍ[南北]4.00ｍ[壁高]0.20ｍ[カマド]北東角の壁際に焼土の集中がみられる。［その他]床面にピット多数が

掘り込まれているが本住居の周囲に広がるピット群に伴うものと考えられる。［遺物の出土状況]焼土集中の周辺

に散布のみ。［出土遺物]土師器杯．皿・雲・置カマド、須恵器喪、砥石[備考]切り合い関係は不明だが東側に1辺

約2.5ｍの隅丸方形の住居がありその西側に長方形の竪穴状遺構が重複しているものとおもわれる。［時期]不明

66号住居跡（第９３．９４．２１５．２１６図）［グリッド]○・Ｐ-126[遣存]南・北側を自然流路により削除[重複する遺

構]なし[平面形]不明[主軸]Ｎ-85。‐Ｅ［壁高]0.40ｍ[カマド]東壁。両袖石残存。煙道奥壁に土師器雲の破片（７）

が置かれている。燃焼部に蜜片（５．６．７）が浮いた状態で散布。煙道0.4×0.7ｍ[その他]煙道の外側にピット

があるが本住居との関係は不明。［遺物の出土状況]カマドの前面部の覆土中に散布。砥石（S-l）は住居のプラ
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ン外から床面より約２０cm上で出土したため本住居に伴わない可能性あり。［出土遺物]土師器杯・雲、須恵器雲

[時期]不明

67号住居跡（第９５．９６．２１７図）［グリッド]○・Ｐ-124.125[重複する遺構]なし[平面形]不整方形[主軸]Ｎ-94。‐

E[東西]3.40ｍ[南北]3.10ｍ[壁高]0.22ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖残存。袖は土で構築されている。左袖の外側

に須恵器坪（４）と土師器坪（１）が正位にある。また左袖の上には鉄鎌（F-1）がある。その他の土器片は浮い

た状態で散布。［その他]ピット’がカマドの西側にあり覆土中から出土した土師器蕊の破片はカマドから浮いた

状態で出土した破片と接合した(3)。［遺物の出土状況]カマドの西側、ピットｌとの間に完形の須恵器坪（６）が

床面から約１０cm上で出土。その他はカマドの南側に散布。［出土遺物]土師器坪・饗、須恵器i不、鉄鎌[時期]９世

紀前半か

68号住居跡（第９７．９８．２１８～220図）［グリッド]Ｎ・○-124.125[重複する遺構]なし[平面形]長方形[主軸]Ｎ‐

87。‐E[東西]4.60ｍ[南北]3.80ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖残存。袖は地山を掘り残している。燃焼

部から煙道にかけて壁の上部が焼土化。遺物は2層中から土師器雲（１７．１８．１９）等の破片が散布。煙道は

0.34×0.36ｍ。［その他]東壁カマドの北側を除く壁際に壁溝が巡る。北壁際に床面からの深さ約30cmのピットが

ある。床面は壁際を除きほぼ全面硬化。［遺物の出土状況]住居の南側半分に床面から浮いた状態で散布、南壁際

ほぼ中央で完形の坪（５．６）が、（5）は床面から、（6）は約１０cm上で斜位に出土、同じく南壁際の西寄りで土

師器杯（１）が床面から約２０cm上で、土師器皿（７．１０）が床面から５～２０cm上で横位で出土。甑（22）の破片

がカマドの周辺に、床面から約１０～35cm上で散布。置カマド（22）は本住居の南約15ｍの77号住居跡覆土中

から出土した破片と接合した。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付坪・蓋・鉢・護・置カマド、須恵器杯・雲[時

期]９世紀前半

69号住居跡（第９９．１００．２２１図）［グリッド]Ｎ・○-123.124[遣存]北西角が撹乱を受けている[重複する遺構］

なし[平面形]不整形[主軸]Ｎ-85°‐E[東西]4.10ｍ[南北]3.05ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]東壁南寄り。両袖石残存。土

師器妻(7)、羽釜（８）等が出土。［その他]南西角に床面からの深さ約１０cmの不整形の掘り込みあり。［遺物の出

土状況]カマドの周囲に床面から約１０cm浮いた状態で散布。磨石（S-1）・砥石（S-2）は南西角の掘り込み上の

ほぼ床面から出土。［出土遺物]土師器坪・皿・羽釜・喪、砥石、磨石[時期]不明

70号住居跡（第１０１．１０２．２２２．２２３図）［グリッド]P－１２２．１２３[遺存]東壁が調査区外[重複する遺構]なし[平

面形]方形か[主軸]Ｎ-85。‐Ｅ［壁高]0.40ｍ[カマド]南東角。両袖石と火床面残存。遺物は浮いた状態で散布。羽釜

（11）はカマド内からとカマドの前面の床面から出土。［その他]西壁から南壁に床面からの深さ約5cmの壁溝が巡

る。ピット１．２が東側調査区壁際にある。カマドの西側に床面からの深さ約5cmの不整形の掘り込みがある。南

壁西寄りに確認面からの深さ約20cmのピットがあり覆土中から土師器Ⅲ（８）が出土。ピット１の北側で床面が

径約30cmの範囲で焼土化し調査区外に伸びる。［遺物の出土状況]カマドの西側にやや集中するが、北側の半凸部

以外は前面に散布。ほとんどが床面から上で出土。カマドの南西側で床面から約２０cm上で土師器坪（１）が、そ

の西側南壁側からは床面から約１０cm上で土師器皿（２）が出土。灰紬陶器皿（１８．１９）は床面から２５ミ上で出

土。［出土遺物]土師器杯・皿・蓋・羽釜、須恵器蓋・雲、灰紬陶器皿[備考]平面形から２軒以上の重複が考えられ

る[時期]10世紀前半

７１号住居跡（第103.224図）［グリッド]Ｋ・L-l25[遣存]北側を自然流路に切られている[重複する遺構]ピット

[平面形]長方形[主軸]Ｎ-80。‐E[東西]4.20ｍ[南北]3.40ｍ[壁高]0.30ｍ[カマド]東壁南寄り。掘り込みと火床面残

存。土師器蜜（１）の他謹の破片6出土。［遺物の出土状況]遺物はほとんどなしい。須恵器（７）が本住居の南西

２５ｍにある72号住居跡の覆土上面から出土した破片と接合した。［出土遺物]土師器雲、須恵器[時期]不明

７２号住居跡（第104.225.226図）［グリッド]○・Ｐ-120.121[遣存]南西角が撹乱を受けている[重複する遺構］

なし[平面形]隅丸長方形[主軸]Ｎ-85。‐E[東西]5.00ｍ[南北]4.10ｍ[壁高]0.40ｍ[柱穴]ほぼ中央に東西に並んで２

基、床面からの深さ約１５cm[カマド]東壁南寄り。残存不良。煙道は0.35×0.6ｍ。［その他]中央にピットが2つ東

西に並ぶ。床面からの深さは約１５cm。［遺物の出土状況]カマドの前面にやや集中。全体に浮いた状態で散布。南

－１４－



東角で土師器坪（１．２）が床面から約１０～４０cm上で出土。羽釜（１６）が南西部で床面から約６０cm上で出土。

灰紬陶器碗（１８）は中央部で床面から約５０cm上で出土。［出土遺物]土師器杯．皿．高台付坪．蓋．雲．羽釜、

黒色土器坪・高台付i不、須恵器護、灰粕陶器碗・壷[時期]不明

73号住居跡（第105.227図）［グリッド]』．Ｋ-126.127[遣存]東壁中央が排水溝に削除、西壁が調査区外、南

壁が自然流路に削除[重複する遺構]なし[平面形]方形か[主軸]Ｎ-94。‐Ｅ［壁高]0.30ｍ[カマド]不明〔床面〕北壁際

に３箇所硬化面あり[その他]西壁際と中央に焼土面あり。ピットｌが北東角にピット２がピットｌの南西にある。

南東角に浅い掘り込み、北壁際に中央が曲がった溝がある。［遺物の出土状況]ピットｌの覆土中から焼けた操と

高師小僧が出土。ピットｌの東に約１５cm離れて床面から鉄製品（F－１．２)、東側の硬化面上から土師器皿（１）

が出土。［出土遺物]土師器Ⅲ・脚高高台、置カマド、須恵器髪、鉄製品、高師小僧[時期]１１世紀後半～１２世紀前

半

74号住居跡（第１０６．１０７．２２８図）［グリッド]Ｋ・Ｌ－１２２．１２３[重複する遺構]なし[平面形]隅丸方形[主軸]Ｎ‐

87。‐E[東西]3.15ｍ[南北]3.45ｍ[壁高]0.40ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は地山を掘り残している。浅い掘り込み残

存。土師器蜜片がほぼ同レベルで出土。煙道は0.3×0.4ｍ。［その他]住居中央付近にピット２つあり、床面からの

深さは東側が約７cm、西側が約１５cm・北・西・南壁に沿って溝が巡る。［遺物の出土状況]カマドの北西と南側の

溝覆土中に集中。カマドの北西では床面から約lOcm上でロクロ整形饗（４．６．８．９）が出土。溝覆土中からは

黒色土器坪（１）が出土。北東角の床面から鍛冶津（F-l）出土。［出土遺物]土師器杯・妻、黒色土器i不、須恵器

i不、鉄製品、鍛冶津[備考]煙道の南側は確認できず[時期]不明

75号住居跡（第108.229.230図）［グリッド]K-l21[重複する遺構]78号住居跡、確認面からの深さ約１０cmの

掘り込み[平面形]方形[主軸]Ｎ-86。‐Ｅ［南北]3.90ｍ[壁高]0.35ｍ[カマド]東壁南寄り。火床面と片袖石残存。土器

が散布。［遺物の出土状況]カマドの南側に集中（土器集中）し、土師器坪（４．６．７．８．９)、皿（１２)、護

(14)、置カマド（18）が出土。置カマド（17）は78号住居跡カマド出土の破片と接合。他は住居の南西4分の

１に床面から約１０～40cm上で散布。［出土遺物]土師器杯・皿・雲・置カマド、黒色土器坪[時期]９世紀後半

76号住居跡（第109.110.231図）［グリッド]Ｎ・○-122[遣存]西壁と北壁の一部が撹乱を受けている[重複する

遺構]なし[平面形]方形か[主軸]Ｎ-88。‐E[東西](3.80)ｍ[南北]3.80ｍ[壁高]0.45ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は掘り方

のみ残存。北側の袖掘り方から砥石（S-1）が出土。浅い掘り込みと煙道残存。煙道は0.45×0.44ｍ。［その他］

カマドの北側に床面からの深さ約１０cmのピット、北壁中央に床面からの深さ１２cmのピット。壁溝は北壁と南壁

の一部にあり床面からの深さは約５cm。［遺物の出土状況]南東角でほぼ床面から完形の土師器坪（２）と一部欠

けた皿（７）が、（２）の西側で床面から６～１８cm上で完形の土師器坪（１）が出土。住居南西4分の１の床面から

約20～３０cm浮いた状態で円筒形土器（１０）の破片が散布。［出土遺物]土師器坪・皿・高台付杯・饗・円筒形土

器、黒色土器杯、砥石[時期]９世紀前半

77号住居跡（第１１２．２３２．２３３図）［グリッド]Ｍ・Ｎ－１２０．１２１[重複する遺構]79号住居跡[平面形]隅丸方形[主

軸]Ｎ-88。‐E[東西]3.50ｍ[南北]3.30ｍ[壁高]0.50ｍ[カマド]不明。南東角に床面からの深さ約１０～20cmの2つの

切りあった掘り込みがあり、覆土中に焼土ブロックを多く含むことからカマドの可能性が考えられる。［その他］

北・西・南壁に床面からの深さ約５cmの壁溝。［遺物の出土状況]北西角に集中し、土師器杯（１．２)、皿（５．

９)、須恵器杯（10）等がほぼ床面から出土。西壁北寄りの床面から土師器蓋（８）が出土。北東角の床面から出

土した須恵器高台付杯の破片が40号住居跡一括と８０号住居跡覆土出土の破片と接合（１１)。他は床面から１０～

40cm上で散布。［出土遺物]土師器杯・Ⅲ・蓋・蜜、須恵器坪・高台付坪・雲、磨石、碗形鍛練鍛冶津[備考]79号

住居跡の遺物が混在している可能性あり。［時期]９世紀後半

78号住居跡（第108.234図）［グリッド]Ｋ・L-l21[重複する遺構]75号住居跡、１６号溝を切っている[平面形]隅

丸方形[主軸]Ｎ-84。‐E[東西](3.50)ｍ[南北]3.65ｍ[壁高]0.80ｍ[カマド]東壁南寄り。火床面と煙道残存。煙道は

0.7×0.3ｍ。［その他]東壁に壁溝、東壁以外の壁際は掘り方。［遺物の出土状況]カマドの西側に散布。土師器ロク

ロ雲（２．３)、須恵器坪（４．５）等が床面から出土。カマドの西側床面直上で不明銅製品出土。また砥石？（S‐
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1）は床面より約２０cm上で出土。［出土遺物]土師器杯・蜜、黒色土器杯、須恵器坪・喪、砥石？、銅製品[時

期]10世紀前半

79号住居跡（第１１２．２３５．２３６図）［グリッド]Ｎ－１２０．１２１[遣存][重複する遺構]77号住居跡[平面形]不整長方形

か[主軸]Ｎ-88。‐E[東西]3.20ｍ[南北]4.60ｍ[壁高]0.60ｍ[カマド]東壁南寄り。袖は士で構築されている。燃焼

部奥壁焼土化。燃焼部内から土師器杯(6)、南袖の外側で床面から土師器坪(4)、雲（24）が出土。煙道は

0.3×0.17ｍ。［その他]南西角に床面からの深さ約１０cmの掘り込みあり。［遺物の出土状況]カマドの周囲に集中。

カマドの南西ではほぼ床面から土師器皿（16.18)、黒色土器坪（14）が出土。住居の北東角からは床面から

１０cm以上上で土師器坪（３．９)、ロクロ整形蜜（30）等が出土。［出土遺物]土師器坪・皿・蜜、黒色土器坪、須

恵器蜜[備考]カマドの袖を掘り抜いている。［時期]10世紀前半

80号住居跡（第１１１．２３７．２３８図）［グリッド]Ｎ・O-l20[遺存]南側1/2が調査区外[重複する遺構]なし[平面形］

隅丸方形か[主軸]Ｎ-96。‐E[東西]3.50ｍ[南北](2.10)ｍ[壁高]0.65ｍ[カマド]不明。［その他]北側の調査区壁に床面

からの深さ約１０cmの掘り込みあり。［遺物の出土状

況]南西に集中する。土師器ロクロ整形鉢（5）は床
１号掘立柱建物跡（、）

面から逆位で出土。他は床面から約２０cm上で散布。

[出土遺物]土師器坪・鉢・雲[時期]不明

第２節掘立柱建物跡

発見された順にl～３までの番号を付した。

1号掘立柱建物跡（第１１４．２３９図）［グリッド]Ｋ、

L－１５４．１５５．１５６[遣存]東側が調査区外に伸びる可

能'性あり[規模]東西２間×南３号掘立柱建物跡

北2問[柱間]1.0～1.5ｍ[備考］

ピット３．７は2号掘立柱建物

跡の可能性あり。

2号掘立柱建物跡（第114図）

[グリッド]』．Ｋ－１５４．１５５[童

ピット

５号ビット

６号ビット

7号ビット

8号ビット

9号ピット

１０号ビット

規模

０．６７×０．４６

0.52×０．５２

0.5×０．４８

0.6×０．５

0.62×０．５３

0.8×０．６

深さ 平面形

０．１３ 長円

0.23 円

０．２３ 四角

０．２１ 四角

0.3 不整方

0.2 四角

ピット 規模 深さ

１ 0.8×０．７ 0.4

２ 0.62×０．５４ 0．１４

３ 0.75×０．７ 0.3

４ 0.82×０．６８ 0．１５

５ 0.7×０．６ 0.14

６ 0.8×０．６５ 0.2

７ 0.8×０．７ 0.2

８ 0.76×０．６６ 0．２５

９ ０．８２×０．６５ 0.34

１０ 0.6×０．５ 0,1

１１ 0.7×０．５５ 0.24

、１

備考

土師器坪破片１

土師器坪・喪破片各１

３

平面形 備考

円 東側に深さ0.35ｍの長円形？の堀り込みあり

円

円

長円

円 覆土中から須恵器蓋破片（１）出土

長円

長円

長円 西側に深さ0.1ｍの長円形？の堀り込みあり

長円

円 本遺構に伴わない可能性あり

長円 本遺構に伴わない可能性あり

、１

ピット 規模 深さ 平面形 備考

１ 0.9×０．７５ 0.35 長円

２ 0.68×０．６５ 0.3 円 １２号住居跡内

３ 1.0×０．７ 0.3 長円

４ ０．９５×０．７ 0.3 長円

５ 0.9×０．７５ 0．２５ 長円

６ １．０５×０．７５ 0.3 長円

７ １．１５×０．９５ 0.3 長円

８ 0.8×０．８ 0.3 円

９ 0.8×０．８ ０．３２ 円

1０ ０．８５×０．８５ 0.3 円

跡[遣存 の ﾄのみ確

[グリッド]』．Ｋ－１５４．１５５[重複]１２号住居跡[規模]東西３間×南北2間［柱

間]1.1～2.0,

3号掘立柱建物跡（第115図）［グリッド]１．Ｊ．Ｋ－１４４．１４５[重複]13号溝、

認[規模]東西3間×南北2間[柱間]1.5～2.2ｍ[備考]最初、並びが分らず単独（並びが分らず単独のピットとして番号を付した。

第３節土坑

長軸が約1ｍ以上の竪穴を士坑とした。発見された順にl～23までの番号を付した。１７号は欠番となる。

1号土坑(第116図）［グリッド]1-164[遣存]完形[重複]1号住居跡[平面形]円[断面形]Ｕ字[長軸]1.48ｍ[短軸]1.46ｍ

[深さ]0.50ｍ[遺物]なし[時期]不明

2号土坑(第116図）［グリッド]Ｈ-165.166[遺存]ほぼ完形。西側試掘トレンチに削られている[重複]なし[平面形］

不整[断面形]Ｕ字[長軸](1.60)ｍ[短軸]0.80ｍ[深さ]0.68ｍ[遺物]なし[時期]不明

3号土坑(第１１６図）［グリッド]Ｈ-165[遣存]完形[重複]なし[平面形]長円[断面形]皿[長軸]1.60ｍ[短軸]0.70ｍ[深

さ]0.20ｍ[遺物]なし[時期]不明

4号土坑(第１１６図）［グリッド]Ｈ-164[遣存]ほぼ完形。南側が調査区外[重複]なし[平面形]不整[断面形]皿[長

軸](1.24)ｍ[短軸]0.64ｍ[深さ]0.20ｍ[遺物]なし[時期]不明

5号土坑(第１１７図）［グリッド]Ｇ-164[遣存]ほぼ完形。南側調査区外[重複]なし[平面形]方形か[断面形]皿[長

軸](1.08)ｍ[短軸]1.13ｍ[深さ]0.10ｍ[遺物]なし[時期]不明
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6号土坑(第１１７図）［グリッド]1-167[遣存]完形[重複]なし[平面形]円[断面形]Ｕ字[長軸]1.30ｍ[短軸]1.20ｍ[深

さ]0.50ｍ[遺物]なし[時期]不明

7号土坑(第117.240図）［グリッド]１．Ｊ-169[遣存]完形[重複]なし[平面形]不整[断面形]皿[長軸]2.90ｍ[短軸]2.10

ｍ[深さ]0.40ｍ[遺物]土師器坪(1)、皿（２．３)、須恵器雲（４）［時期]９世紀後半

8号土坑(第117図）［グリッド]1-169[遣存]完形[重複]なし[平面形]不整[断面形]皿[長軸]1.50ｍ[短軸]1.00ｍ[深

さ]0.20ｍ[遺物]なし[時期]不明

9号土坑(第117.240図）［グリッド]1-148[遣存]現存部分から推定。トレンチに削られている[重複]なし[平面形］

不明[断面形]皿[長軸]1.10ｍ[短軸](1.00)ｍ[深さ]0.12ｍ[遺物]土師器i不（５．６．２１)、妻（７．８）［時期]９世紀前

半[備考]覆土に炭化材（クヌギ節・コナラ節）

10号土坑(第117.240図）［グリッド]Ｋ-142.143[遣存]ほぼ完形。西側撹乱を受ける[重複]25号住居跡を切って

いる[平面形]不整[断面形]皿[長軸]1.36ｍ[短軸]1.18ｍ[深さ]0.25ｍ[遺物]土師器坪（９．１０)、皿（１１)、黒色土

器坪（１２．１３)、須恵器妻（１４．１５）［時期]１０世紀前半[所見]土層観察から２基の士坑が切りあっているものと

思われたが平面では確認できず。［備考]西へ約4ｍ行くと１１号土坑。１．３層から炭化材（クヌギ節）

11号土坑(第117.240図）［グリッド]J-l42[遣存]現存部分から推定。サブトレンチと３２号住居跡を掘り下げた

ため。［重複]３２．３４号住居跡を切っている[平面形]隅丸長方形か[断面形]逆台形[長軸](1.10)ｍ[短軸](1.10)ｍ[深

さ]０．４５ｍ[遺物]土師器雲（16)、須恵器蜜（17）［時期]平安[所見]サブトレンチの土居観察で発見された。［備考］

底面に焼土が堆積し、その上層は炭化材（クヌギ節・コナラ節・タケ亜科）が敷かれる。覆土から炭化種実（ア

ワーヒエ・オオムギ）出土

12号土坑(第117図）［グリッド]Ｋ・L-137[遺存]完形[重複]１２号溝[平面形]長円形[断面形]逆台形[長軸]2.64ｍ[短

軸]1.10ｍ[深さ]0.50ｍ[遺物]焼成粘土[時期]不明[所見]12号溝の付属施設と考えられる[備考]径0.5～2.5cmの焼成

粘土塊５３９、炭化材（タケ亜科）出土

13号土坑(第118図）［グリッド]Ｌ・M-135[遣存]現存部分から推定[重複]44号住居跡を切っている[平面形]長円形

か[断面形]皿[長軸](1.40)ｍ[短軸](0.92)ｍ[深さ]0.24ｍ[遺物]44住Ｐ134(土師器高台付坪底部破片）［時期]平安[所

見]土層観察では住居内に立ち上がりが確認されたが平面は未確認

14号土坑(第１１８図）［グリッド]○-131[遺存]完形[重複]56号住居跡を切っている[平面形]不整[断面形]Ｕ字[長

軸]0.90ｍ[短軸]0.70ｍ[深さ]0.23ｍ[遺物]なし[時期]不明

15号土坑(第118.240図）［グリッド]１．Ｊ-132[遣存]完形[重複]なし[平面形]不整円形[断面形]Ｕ字[長軸]1.34ｍ[短

軸]1.00ｍ[深さ]0.47ｍ[遺物]瓦質摺鉢（22)、丸石（S-1）［時期]中世か[所見]底面に径約10～20cmの自然篠が１４

個。摺鉢は底面から、丸石は底から約30cm上から出土

16号土坑(第１１８．２４１図）［グリッド]M-l30[遣存]完形[重複]なし[平面形]長円形[断面形]皿[長軸]1.63ｍ[短

軸]0.95ｍ[深さ]0.12ｍ[遺物]須恵器長頚壷（23）［時期]平安か[所見］重機による表土剥ぎ取り作業時に骨片が検

出された。人力による精査によって楕円形の土坑に伴うことがわかった。ほぼ南北に長軸をもつ。土坑の北側に

径約0.25ｍの円形の掘り込みを有す。この掘り込みの深さは、士坑の底面から0.11ｍを測る。土坑との切り合い

関係は不明。本土坑周辺にはピットが多数存在するので、土坑に伴わない可能性が考えられる。

骨はNQ1～3まで図示した。NQlは士坑の北東隅に位置し、歯が含まれており頭骨の部分であろう。残存は極め

て悪い。前歯が噛み合わさっている状態と臼歯が横に寝た状態で出土している。臼歯の位置がなんらかの原因に

よって動いているとおもわれる。ＮＯ２はNO1の南西に0.25ｍ離れてある。骨は粉化して、その範囲のみを図示し

た。NQ3はNQ2の東約0.2ｍの位置に土坑の西壁に沿うように長さ約0.4ｍの範囲に位置する。上面は、重機により

削られている。NoI1～３までは、表面をパラロイドＢ７２の１０％溶液で固め、周りの土ごと取り上げた。整理作業

時にパラロイドが付着していない下面の士を取り除いた。NQ1は歯のみを抽出し、ＮQ2は粉化しているため、そ

の形状は不明である。NQ3は比較的残りが良く、骨端が残っている。ＮQ2とNQ3の間には僅かに骨の残存がうかが

えたが、図示はできなかった。取り上げも不能である。士坑の覆土は2層に分かれ、１層は主体となり、骨も全
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て本層に含まれる。暗褐色土でにぶい黄褐色土ブロックを少し含み、シルトを含む。焼土・炭化物粒を微量含む。

2層は土坑の壁際に堆積する地山との漸移層である。土坑の大きさと骨の出土状態から、本来はもっと上位から

掘り込まれたものとおもわれる。［備考]ウマ１体

18号土坑(第118.241図）［グリッド]Ｎ-129[遣存]ほぼ完形。東側に撹乱を受けている[重複]58号住居跡を切っ

ている[平面形]長円形[断面形]皿形[長軸]2.60ｍ[短軸]1.70ｍ[深さ]0.26ｍ[遺物］土師器の小片2点のみの出土。２

点とも磨耗。土師器喪（24）［時期]平安～中世か[所見]重機による表土剥ぎ取り時に骨の一部が発見され、人力

で周囲を精査した結果、東西に長い不整長円形の掘り込みを確認した。西側は58号住居跡のカマドを切ってい

る。土坑の南東角は撹乱を受けている。慎重に掘り下げた結果、骨は全部で４体分あるとおもわれたため、便宜

上東から１．２．３．４とした。ｌは頭部がなく、撹乱を受けているためか胸椎から腰椎と肋骨がほとんど残存

しない。２．３は頭部から四肢骨の一部まで確認できる。４は頭部の一部と椎骨は認められるが、肋骨と四肢骨

はほとんどない。２．３．４は歯の一部が残存する。３－①は一部炭化している。取り上げは、パラロイドB

72の１０％溶液を塗布し、それぞれの部位ごとに１－①．②・・・と付けて行った。整理作業時にクリーニング

を行ったが、残存状況は悪い。骨の重なり方から、埋葬順序は２→ｌまたは３→４の11頂に置かれたようである。

４体はきれいに並んでおり、２～３は頭を北に、顔を西に向けている。１は頚椎の方向からやはり頭の向きは北

で西に顔を向けていたのであろう。４体とも体の右側が下に位置する。士坑の覆土は１層で、暗褐色土である。

焼土・炭化物粒を微量含む。遺物は、土師器の雲小片２点のみである。磨滅はしていないが、５８号住居跡を切

っているための混入の可能性がある。甲府市『武田氏館跡第31次調査』では中世のウマ１体が、土坑に埋葬さ

れて出土しており、頭を北にして、顔を西に向けていることから、仏教信仰のもと手厚く取り扱われたものと考

えられるとしているが、本土坑のウマたちも同じ様な葬られ方をされていることは興味深い。［備考]ウマ4体

19号土坑(第118図）［グリッド]○・Ｐ-128.129[遣存]完形[重複]なし[平面形]長円形[断面形]逆台形[長軸]3.24ｍ

[短軸]1.24ｍ[深さ]0.80ｍ[遺物]銭（照寧元賓）［時期]中世か[所見]2基の土坑が重複しているものと思われる[備

考]炭化種実（オオムギ・コムギ）出土

20号土坑(第118図）［グリッド]Ｌ・M-125[遣存]完形[重複]なし[平面形]円形[断面形]皿[長軸]1.70ｍ[短軸]1.50ｍ

[深さ]0.40ｍ[遺物]なし[時期]不明

２１号土坑(第118図）［グリッド]Ｎ・○－１２１[遣存]完形[重複]なし[平面形]不整[断面形]皿[長軸]1.70ｍ[短軸]1.30ｍ

[深さ]0.35ｍ[遺物]なし[時期]不明[所見]2基の士坑の重複か

22号土坑(第１１８図）［グリッド]Ｍ・Ｎ-124[遣存]完形[重複]なし[平面形]不整円形[断面形]Ⅲ[長軸]1.62ｍ[短

軸]1.32ｍ[深さ]0.25ｍ[遺物]なし[時期]不明

23号土坑(第１１８図）［グリッド]Ｍ・Ｎ－１２３．１２４[遣存]完形[重複]なし[平面形]不整[断面形]皿[長軸]2.40ｍ[短

軸]1.80ｍ[深さ]0.20ｍ[遺物]なし[時期]不明[備考]覆土に焼土ブロック多く含む

第４節畝状遺構（第119図）

Ｆ～L-158～163グリッドに位置する。８～10号住居跡と重複する。Ｂ区北端で、ほぼ西南西から北東北方向に

向かい、東・西端は調査区外に伸びる。規模は東西約24ｍ、幅0.2～0.5ｍ、深さ0.05～0.1ｍを測る。所々で南

北に走る溝が東西の溝を繋ぐ。出土遺物はない。

第５節溝

発見された順にl～１６までの番号を付した。長さ・幅・深さの単位はｍである。

1号溝（第120図）［グリッド]F～J－１６９．１７０[遣存]北端調査区外に伸びる。途中試掘トレンチに削平。東端は終

結。［重複]２～６号溝、３号溝を切っている。［方向]北から南から東へＬ字[流れ]Ｌ字[断面形]Ｕ字[長さ]23.70

[幅]5.00～7.00[深さ]0.50～1.04[遺物]土師器坪（１）［時期]明治以降か[備考]１．３．４号溝出土遺物=黒色土器高台

付杯、須恵器喪(3)、陶器碗・握鉢（４．５)、磁器碗（６）
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２号溝（第120図）［グリッド]Ｆ～J－１６９．１７０[遣存]途中試掘トレンチに削平。東端は終結。［重複]１．６号溝[方

向]北から南から東へ[流れ]L字[断面形]Ｕ字[長さ]16.60[幅]1.5～3.00[深さ]0.17～0.58[遺物]なし[時期]不明

3号溝（第120図）［グリッド]Ｇ-170[遺存]北端は調査区外に伸びる。南端は4号溝にぶつかる。［重複]１．４号溝

[方向]北から南へ[流れ]直行[断面形]Ｕ字[長さ]2.00［幅]0.30～0.40[深さ]0.67～0.84[遺物]１溝に記述[時期]明治

以降か

4号溝（第120図）［グリッド]Ｆ・G-l69・’70[遣存]北端調査区外に伸びる。［重複]１．３．５号溝[方向]北から南

へ[流れ]直行[断面形]Ｖ字[長さ]5.20[幅]1.00[深さ]１．１８～1.39[遺物]１溝に記述[時期]明治以降か

5号溝（第120図）［グリッド]Ｇ-170[遣存]北端調査区外に伸びる。南端は１号溝にぶつかって終結。［重複]1号溝

[方向]北から南へ[流れ]直行[断面形]Ｖ字[長さ]4.90[幅]0.40～0.70[深さ]0.62～1.15[遺物]なし[時期]不明

6号溝（第120図）［グリッド]Ｆ・G-l69[遣存]南端は終結。北端は１．２号溝にぶつかる。［重複]１．２号溝[方向］

北から南東へ[流れ]直行[断面形]Ｕ字[長さ]2.00[幅]0.80[深さ]0.45[遣物]なし[時期]不明

7号溝（第119図）［グリッド]Ｇ～J-l56～158[遣存]南西端調査区外に伸びる。北東端は10号住居跡にぶつかる。

[重複]8号溝、１０号住居跡[方向]南西から北東へ[流れ]直行[断面形]Ｕ字[長さ]17.50［幅]0.30～0.50[深さ]0.21～

0.39[遺物]なし[時期]不明

8号溝（第119図）［グリッド]Ｈ～L-158[遣存]東端は13号住居跡にぶつかる。西端は調査区外に伸びる。［重複]７

号溝[方向]東から西へ[流れ]直行[断面形]Ｕ字[長さ]20.20［幅]0.50［深さ]0.04～0.16[遺物]なし[時期]不明9号溝

(第１２１図）［グリッド]１．Ｊ-146～149[遣存]途中確認できず。［重複]なし[方向]北から南へ[流れ]直行[断面形]皿形

[長さ]14.85［幅]0.40～0.75[深さ]０．１５～0.25[遺物]なし[時期]不明[備考]13号溝と同じ。北へ行くにしたがい浅く

狭くなる。

10号溝（第121図）［グリッド]L～Ｎ－１４２．１４３[遣存][重複]11号溝、２５号住居跡[方向]東から西南へ[流れ]直行

[断面形]皿形で中央部がかなり落ち込む[長さ]9.20[幅]0.50～1.00[深さ]0.10～0.32[遺物]なし[時期]不明

11号溝（第121図）［グリッド]L～Ｎ-142[遣存][重複]10号溝、２５号住居跡[方向]東から西へ[流れ]直行[断面形]皿

形[長さ]8.85[幅]0.50～0.60[深さ]0.10[遺物]なし[時期]不明

12号溝（第121図）［グリッド]I～Ｋ－１３６．１３７[遺存]サブトレンチに途中削られ、西端は調査区外に伸びる。東

端は１２号土坑にぶつかる。［重複]１２号土坑、１４号ピット[方向]東から西へ[流れ]蛇行[断面形]皿形[長さ]13.60

[幅]0.4～0.5[深さ]0.05～0.15[遺物]なし[時期]不明[備考]途中で北・南へ分流

13号溝（第121図）［グリッド]Ｊ・K-143～146[遣存][重複]9号溝、２５号住居跡[方向]北から南へ[流れ]直行[断面

形]皿形[長さ]17.35[幅]0.45～0.6[深さ]0.1～0.15[遺物]なし[時期]不明[備考]9号溝と同じ

14号溝（第121図）［グリッド]I～Ｎ-138[遣存]束・西端調査区外に伸びる。［重複]64号住居跡[方向]西から東へ

[流れ]直行[断面形]Ｖ字[長さ]20.00[幅]1.4～2[深さ]0.70[遺物]土師器杯（７）・皿（８．９）・髪（１０．１１）・羽

釜（13）・柱状高台皿（１２)、須恵器坪（１４）・護（１５）［時期]１２世紀代、６４住よりも新しい。

15号溝（第121図）［グリッド]Ｊ・K-122～124[遣存]西端調査区外に伸びる。［重複]16号溝[方向]南から東から西

へ[流れ]L字[断面形]皿形[長さ]18.00[幅]0.7～1.6[深さ]0.11～0.43[遺物]なし[時期]不明

16号溝（第121図）［グリッド]Ｋ・L-l20～124[遣存]南端撹乱される。北端は消滅。［重複]１５号溝、７８号住居跡

[方向]北から南へ[流れ]直行[断面形]Ｕ字[長さ]16.00[幅]0.71[深さ]0.25[遺物]なし[時期]不明

第６節ピット（第120～129図・付図２．第１表）

発見された順に１～７６４までの番号を付した。５～１０号ピットは3号掘立柱建物跡である。１１．２７２．２９０．

３１２号は欠番で、２３７．２４４号は位置が不明で平面図がない。また、764号は整理作業時に番号の重複を発見し、

新たに番号を付けたもので、平面・セクション図がない。Ｊ～P-127～１３３グリッドに集中する（ピット群)。詳

細は第１表に記す。

－１９－



第７節遺構外出土土器(第244図・第２表）

遺構外からの出土は非常に少ない。平安時代のものがほとんどである。

第８節打製石斧（第250図）

1-138グリッドから３点の大型打製石斧が出土した。平安時代の遺構確認面から約50cm下に暗褐色土の堆積が

約２０cmみられ、大型打製石斧はその土層中から出土した。１４号溝の壁出し作業時に壁を掘抜いたために偶然発

見されたものである。１～3は、上から１．２．３と重なるように位置する。２．３は1に対してやや角度をもってい

るが、人為的な物かは不明であるが、土層の観察からは、３点ともほぼ原位置を保っていると思われる。（田口）

１は長さ36.6cm、幅11.0cm、厚さ2.6cm、重さ1,2339で、片理が激しい粘板岩製である。薄い板状の大型剥片

を片理に沿って荒割して短冊形の素材を作成した後、長軸に沿った両辺の両面に平坦剥離を浅く施して直線的で

平行する両辺を形成し、短冊形の形態を整えている。先端の刃部や端部の調整はほとんどみられないのが特徴で

ある。また、側面観が先端の刃部側で薄くなっているのも特徴である。なお、両縁部の中央端部より急角度な剥

離が1枚ずつ見られるが、着柄を意図したものである可能性もある。

２は長さ23.1cm，幅9.2cm、厚さ１．７cm、重さ４１６ｇである。石材は片理が激しく、１と同一の母岩と思われる。

両辺が先端刃部側で開く溌形の打製石斧である。１同様に素材作成、調整を行っているが、先端刃部の両面に調

整がなされ、円弧を描く刃部が形成されている。端部の調整は表面の剥落のため不明である。側面観はｌと同様

に先端部側が薄くなっている。正面右縁部の中央端部側に急角度の剥離が2枚ほど見られる。

３は長さ21.2cm、幅6.6cm、厚さ1.0cm、重さ２０５９で、片理が激しい粘板岩製であるが１．２とは別母岩である。

lと同様な素材作成、調整がなされ短冊形の形態に仕上げられ、先端刃部の調整も見られない。急角度の調整剥

離は見られない。

２．３は先端刃部の調整が見られず、未使用品である可能性がある。（保坂康夫）

－２０－



第１図周辺の遺跡（Ｓ=1/２５，０００）

－２１－
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盛土

基本層序

～一

33a,mＬ 一

1-暗褐色土（3/3）耕作土.にぶい黄褐色土（5/4）小粒含む｡細喋・ｼﾙﾄ多く含む

11.暗褐色土（3/3）ｌ層とⅢ層の漸移層。にぶい黄褐色土（5/4）ブロック含む[遺物包含層］

Ⅲ.暗褐色土（3/3）にぶい黄褐色土（5/4）ブロック多く含む[遺物包含層］

Ⅳ.にぶい黄褐色土（5/4）暗褐色土（3/3）まだらに含む。灰白色土(7.5Y8/2)微量含む

＊Ⅳ層上面は遺桶確露面

第３図基本層序（Ｓ＝1/40）

Ｘ－３

第４図遺跡位置図（Ｓ＝1／１０．０００）

200ｍ第２図百々遺跡発掘区（Ｓ＝1/3.500）
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第５図 1号住居跡

６

！
◎

侭

第６図２号住居跡
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２号住居跡

1.暗褐色土(3/3）

2.黒褐色土(2/3）

3.黄褐色土(Z5YR4/4）

【】

大粒の砂諜を多く含むガラガラの土

地山砂質土に似ているが黒味ある

掘り方も地山砂質土を含む。磯を多く含む Ａ′

↑
仁
面
の
、
、

<堀り方〉

339.3,.Ａ

２号住居跡ピット２

１.暗褐色土(3/3）砂諜を多く含むガラガラ土

2.黒褐色土(2/3）地山より暗い砂種土

寅而ア
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２号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）

2.明褐色土(2.5YR3/3）

混ざりの少ない土。焼土を少し含む。

地止鰯痩土を若干含む｡砂と細磯を少し含む

０ １ｍ

'四

第７図２号住居跡カマド
３号住居跡

1.黒褐色土(2/3）砂喋を多く含むガﾗ万ﾗ土

2.暗褐色土(5YR3/2）床下も磯を多く含むガﾗ方ﾗ土

3.にぶい黄褐色土(5/3）床下も地山より堅くしまった砂質土ペースで一部に褐色土を含む

３号住居跡ピット１

１.暗ｵﾘー フ褐色土(z5y3/3)綱繋を多く含む．△3394ｍ
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Z黒褐色土(2/3）磯をあまり含まない

3号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）煙直b焼土粒を若干､炭化物を少し含む
Ｄ′.且3394ｍ

０ ２ｍ
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第10図４号住居跡カマド
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４号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）燦を多く含むガラガラ土｡住居穏土に類似

2暗褐色土(2.5YR3/2）１層に類似｡焼土を若干含む

3.黒褐色土(5YR3/1）地山､少質土ベースで綱環を若干含む

０

４号住居跡

1.暗オリーブ褐色土(2.5Y2/4）磯を多く含むガﾗ方ﾗ土

Ｚ暗灰黄褐色土(2.5Y2/4）地山ローム画の砂質土｡一部ブロック的

3.にぶし畷褐色土Ｗ３）褐色土と地山砂質土の混ざった土｡磯を少し含む

第９図４号住居跡
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6灰黄褐色土(4/2）掘り方｡地山砂質土べー ｽで綱鵠を若干含む

7.暗褐色土(3/3）掘り方。ベースは地u紗質土だが全体に黄色

Ｃ
ａ

垣Ｉ ７.暗褐色土(3/3）掘り方。ベースは地u紗質土だが全体に黄色の粘寅士を含む

８.にぶい黄褐色土(4/3)掘り方６６層と９層の混合層

９.黒褐色土(7.5YR3/2）掘り方｡褐色土に多風の砂を含むガラガラ土｡仲居翌士に似る

10.褐色土(7.5YR4/4）掘り方も地山ベースだが焼土､炭化物を多く含む

第12図５号住居跡カマド

、

で で

住居覆土と同じ。紐鴎を多く含むガラガラ土
６号住居跡カマド

焼土を少し含む粘土質の土
１.暗褐色土(7.5YR3/4）砂喋を多く含む｡覆土を同じ

暗い土に焼土を若干含む燃焼部内土か
２.暗褐色土(7.5YR3/3）地山砂質土によく似ている

焼土を少し含む｡地止紗質土と褐色土の混ざった土

地山ベースで秘諜を少し含む

第13図６号住居跡カマド

５号住居跡カマド

1.暗褐色土(7.5YR3/3）

2.暗褐色土(7.5YR3/4）

3.褐色土(7.5YR4/3）

4.黒褐色土(3/2）

5.黒褐色土(2.5YR3/2）

↑
仁
『
①
両
面

－２５－

Ｃ339.1ｍ

ａ

rl

L』

ｅつﾆﾆﾆ＞ａ339.1ｍ



第14図７号住居跡
第15図
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０.オリーブ褐色土(2.5Y4/3）２層より褐色味強く焼土を含む｡地山砂質土を若干含む

１.黒褐色土(2/2）細喋を少し含む｡焼土､炭化物は少ない

２.にぶい黄褐色土(4/3）地山砂質土に近い｡袖の崩れか

３.赤褐色土(5YR4/6）焼土をベースに１層を若干含む炭化物も多い。

４.黒褐色土(7.5YR3/2）１暦卜2層十地山砂質土

５.黒褐色土(7.5YR2/2）掘り方も焼土を少し含む

６.黒褐色土(3/2）掘り方｡地山砂種土をベースに焼土を含む

７黒褐色土(7.5YR3/1）掘り方も地山砂質土べー ｽで焼土をほとんど含まない

８.にぶい赤褐色土(5YR4/3）掘り方｡焼土ベース｡袖表面？

９.灰黄褐色土(4/2）掘り方b地山｡袖を地山でつくったものか

10.黒褐色土(7.5YR2/2）砂喋を若干含む｡袖外の土

11.黒褐色土(3/2）地山砂質土べｰｽで１０層を若干含む
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7号住居跡

1.黒褐色土(2.5Y3/1）所々 に大喋を含み細喋を全体的に含む

2.オリーブ褐色土(2.5Y4/3）やや砂質の褐色土に１層を部分的に含む

3.黒褐色土(2/2）１．２層よりも黒味があり大牒を所々に含む

4.灰黄褐色土(4/2）地山砂質土に３層を少し含む

5.暗灰黄色土(2.5Y4/2）床下掘り方も地山砂質土ベースで若干褐色土を含む

6.黒褐色土(2.5Y3/2）３層に類似する力蝶少ない

7.オリーブ褐色土(2.5Y4/4）やや砂質な褐色土

.Ａ′

【１

裂 逼

第17図８号住居跡カマド

ジし

7号住居跡カマド

Ｐ
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皿
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凹
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ー－一
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､□

，ﾛロ

０

ヨ

２ｍ １ ｍ

Ａ
､-339.0ｍ

径約１mmのにぶい黄褐色土(5/3)を多く含む｡焼土を徴母含む
径約50ｍのにぶい黄褐色土を多く含む｡径約１０ｍの焼土微瞳含む
径約1～１０mmのにぶ(,畷褐色土(5/3)含む

暗褐色土(3/3)まだらに含む

径約1～30mmのにぶ｛,礎褐色土(5/3)少し含t恥径約1～5ｍの焼土含む｡粘性弱
にぶい黄褐色土(5/3)ブロック少し含む｡焼土微量含む

０

Ａ′

８号住居跡

1.8割昌色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

４にぶし境褐色土(5/3）

5.噸昌色土(3/3）

6.暗褐色土(3/3）



２ ｍ

径約1～２画のにぶい黄褐色土(5/3)少し含む

にぶい黄褐色土(5/3)多く含むｂ径約1～3ｍの焼土微量含む

にぶい黄褐色土(5/3)ブロック微風含む

径約2～5ｍのにぶい黄褐色土(5/3)少し含むも粘性弱

０

＝弓

－２７－

､□

ａ338.9ｍ ａ

-ラーー全毒手デー一

第18図９号住居跡

ラーー＝ご乏毒▽

這溌’
3.焼土

焼土ブロック多く含むも１Ｍ唯弱

径約１ｍの焼土少し含む粘性弱

Ｃ⑳、』⑳Ｃ こつ.、

Ｆ
缶
．
”
両
面

Ｃ338.9ｍ

００

Ａ′Ａ3389ｍ

べﾐ造三＝アー

蓑…’
3焼土

4.暗褐色土(3/3）

5暗褐色土(3/3）

6.暗褐色土(3/3）

炭化物粒含む｡粘性弱

炭ｲ刷りワブロック含む。にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む粘性弱

炭(勝娩喧む｡シルト含む｡にぶ',頓褐色土(5/4)ブロック微圃含む｡粘性弱

にぶし畷褐色土(5/4)ブロック含む焼土ブロック少し含む｡糊幽弱

にぶし畷褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土粒少し含む粘性弱

にぶし畷褐色土(5/4)まだらに少し含む.粘性弱

第19図９号住居跡焼土１．２

９号住居跡

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

１ｍ

第21図１０号住居跡

一 戸一

く’

Ｃ

９号住居跡ピット１

１.暗褐色土(3/3）焼土多量含む

2.暗褐色土(3/3）径2～１０ｍの炭化物多く含む｡焼土含む

3暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/3)少し含むも径約１m胴の炭化物･径約２備嗣の焼土微鼠含む〃

Ｃ

第20図９号住居跡ピット１

０

【
】

ｌ

畠
胃
く

１０号件民跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)少し含む。

明赤褐色土(Z5YR5/8)まだらに少し含む｡焼土微団含む

2.8割圏色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む。

径約１０ｍの焼土ブロック少し含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

4.にぶ↓畷褐色土(5/4)８割昌色土(3/3)少し含む

5.暗褐色土(3/3）径約１０ｍのにぶい黄褐色土(5/4)多く含む

6.焼土暗褐色土(3/3)少し含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む。

径約２ｍの焼土少し含む

、

い

⑳
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一 蕊 埋 馳 肺 病 行 （ い へ 四 ）

騨 畢 埋 皿 、 瞬 け （ 凶 、 い ）

騨 認 雲 麺 肺 臓 庁 （ い へ い ）

令 ． 一 ｎ 必 《 ラ 蝿 琴 麺 、 瞬 け （ 、 へ ご
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諭 什 ・ 灘 ｛ 零 雪 ｕ ロ 唾 、 職 ハ 吻 合 ・ 欝 群 謡

昂 誌 価 Ｈ （ 四 国 ） 州 賊 璽 、 ” ご

胡 茄 砂 Ｈ （ 哩 国 ） 吟 行 恥 ｅ

＞
ア 笛 、 ● 、 ョ

願 い ヨ ミ ） 一 、 獣 ラ 副 茄 碑 Ｈ （ 辺 今 ） 吟 で ” ｄ ｏ 噸 切 昌 ｓ 諭 什 吟 陣 叫 母 。

罷 蕊 ｎ Ｈ （ 凶 国 ） 餅 粥 減 聖 、 号 庁 吻 酵 。 諭 什 献 爪 ハ 吟 陣 ” ご

一 仙 獣 ラ 醐 逓 ⑬ Ｈ （ 、 量 ） ｕ ロ 唾 ・ 叫 母 ． 耐 吻 ヨ ヨ Ｓ 諭 什 ” 合

議 Ｈ 鴨 賊 ① 汽 叫 ｅ ・ 斑 ｛ 軍 営 ｕ ロ 唾 、 ” ご

一 価 酔 う 離 壷 ⑬ Ｈ （ 望 や ） 号 で ” ご

一 ｎ 埜 乞 剛 蕊 ｎ Ｈ （ 辺 や ） ” 毎

噸 ｍ 吾 ｓ 諭 Ｈ 畷 ハ 叫 母 。 悪 一 軍 雪 吟 陣 叫 母

噸 、 弓 ｓ 誘 Ｈ 吟 行 恥 ご

一 ｎ 歎 宮 蹴 蕊 膨 什 （ 望 令 ） ｕ ロ 唾 轡 吟 で ” ご ・ 諭 什 鴨 敵 い 一 、 恥 ご ・ 斑 芹 雪 竪 陣 ” ご

溺 什 薄 恥 骨

一 、 壁 宮 溺 蕊 碑 什 （ 叩 へ 今 ） ｕ ロ 唾 、 吟 庁 吟 母 ・ 顧 客 切 言 Ｓ 溌 什 ・ 斑 ｛ 零 雪 吟 行 叫 母 。 静 酵 調

一 ○ 加 圭 時 詞 熊 尋 計 剣 示

二 蕊 謬 麺 而 瞬 け （ 四 へ い ）

Ｎ ・ 行 』 《 ↑ 愚 蕊 卵 而 眠 け （ 、 へ 今 ）

哩 津 巽 皿 而 嵐 器 哩 へ い ）

今 ． 行 シ 《 ↑ 鎚 饗 麺 耐 眠 斤 （ 、 へ 心 ）

、 詮 秤 什

の 誌 秤 汁

劃 霊 薬 蝉 而 旗 斤 （ い 、 や ）

Ｐ 認 拳 頚 肺 臓 庁 （ い 、 や ）

④ 蕊 韓 麺 、 橘 斤 （ い へ い ）

一 ○ ． 行 跡 《 ↑ 観 蕊 皿 而 源 庁 （ 今 へ 哩 ）

一 一 。 隷 琴 麺 而 臓 庁 （ 凶 へ 山 ）

一 ｍ 詮 押 片

一 い 畢 謬 唖 雨 瞬 け （ い へ い ）

一 心 ． 一 ｎ 』 舎 観 郵 卵 恥 臆 汁 （ 、 へ 全 ）

一 切 一 ｍ 断 《 ラ 域 饗 卵 、 瞬 け （ 、 へ 今 ）

一 価 強 官 鰯 蕊 陣 什 （ 、 国 ） 粥 減 ① 一 ｎ 場 で 叫 母 ・ 欝 解 謝

噸 ｇ ヨ ヨ 逗 計 ｓ － ， 画 《 宮 溺 茄 陣 什 （ 辺 哩 ） 叫 母 ・ 諭 Ｈ ｕ ｐ 唾 、 寒 閏 ” “ ・ 詳 解 溺

一 、 壁 ラ 剛 蕊 陣 什 （ 迎 い ） 粥 敵 ① 一 価 職 〈 恥 ご

覇 蕊 価 什 （ 望 凶 ） 粥 祇 璽 仰 畷 八 吟 ご

嗣 誌 ⑲ Ｈ （ 望 四 ） 粥 誌 ① 行 馨 陣 叫 母
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13号住居跡カマド
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1３

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/3)4粒含むも粘性弱

2.暗褐色土(3/3）径約1～3m唾のにぶい黄褐色土(5/3)含む｡粘性弱

3.暗褐色土(3/3）径約1～5mmのにぶい黄褐色土(5/3)含む

4.にぶい黄褐色土(5/3）暗褐色土(3/3)まだらに含む

5.にぶい黄褐色土(5/3）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

6.にぶい黄褐色土(5/3）暗褐色土(3/3)微量含む

１３号件居跡カマド

1.焼土暗褐色土(3/3)．にぶい黄褐色土(5/4)少し含む｡炭化物ブロック少し含む

Ｚにぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)少し含む｡焼土ブロック微圃含む.粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡焼土微風含む

5.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

へ
心
腹
‐
‐
‐
い
い
、
，
②
．
一

=与乙二 二些主グ
０ １ｍ

ピット１

倍一一一 一6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)少し含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック微量含む

第25図１《

－２９－

４
１４号件居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒含む

2.暗褐色土(3/3）径約５mmのにぶい黄褐色土(5/4)含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む

4.暗褐色土(3/3）径約５ｍのにぶい黄褐色土(5/4)微歴含む

5.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む

6.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック微量含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡径約１０ｍの焼土多く含む

8.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

１４号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒少し含む｡焼土粒微量含む｡粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径約5～１０ｍの焼十含むも粘性弱

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むも粘性弱

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含むb粘性弱

5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む｡焼土多く含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒厳過含む｡焼土微量含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む｡焼土まだらに多く含む

8.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡焼土ブロック含む

9.焼土暗褐色土(3/3)微量含む

０ １ｍ
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第27図１４号住居跡
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第31図１６号住居跡カマド
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第30図１６号住居跡

１６号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むもシルト含む｡糊生弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土･炭化物ブロック微量含む粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む.焼土粒微鼠含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む

5.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)少し含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい濁島色土(5/4)ブロック含む｡焼土微量含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒少し含む

亀､念燕｡

、

旦

０ ２ｍ

－３１－

Ｌｊｑと）、－豆

↑
仁
Ｎ
◇
ぬ
ｍ
両

ﾉｰ型悪礼
ｍ
】

○
岬

〆 １６号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む｡径約1～5mnWD焼土多量含む｡炭化物微量含む

2.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡径約５mmの焼土少し含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡径１約1～30mmの焼土含む｡炭化物粒微賦含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含むも焼土･炭化物微風含む

5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むも径約1～5ｍの焼土､径約1～１０mmの炭化物含む

6暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡焼土粒含む

8.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む
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１７号住居跡

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）

細喋多く含むも粘性弱

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む。シルト少し含む｡粘性弱

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むb径１０mmの焼土少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むも径５mmの焼土少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡径５mmの焼土少し含む

ぐち

』

第33図１７号住居跡カマド

第32図１７号住居跡
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１８号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径５mmの焼土少し含む｡炭化物微湿含む
2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多凪含む｡炭ｲ倒瞬量含む
3.にぶい黄褐色土(4/3)明赤褐色土(2.5YR5/8)帯状に少し含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土少し含む｡焼土微殴含む

5.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)少し含む｡明赤褐色土(2.5YR5/8)微量含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土含む｡径１０mmの焼土含む｡炭化物微量含む

第34図１８号住居跡
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１８号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)含む｡焼土ブロック微量含む｡粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土ブロック少し含む｡糊生弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径5～１０mmの焼土含むも炭ｲ圃勿微量含む｡粘性弱
4.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

5.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)微団含む｡焼土微凪含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む｡径約5～１０ｍの焼土多量に含む

第35図１８号住居跡カマド
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２２．２３号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含むも径約1～5ｍの焼土･炭化物少し含むb粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むb径1～51mの焼土･径1～20mmの炭化物含む｡粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む｡径約２ｍの焼土微量含む｡粘性弱

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むも径1～20ｍの焼土少し含む｡炭化物ブロック微凪含む

5.焼土暗褐色土(3/3)まだらに微量含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)含む｡径1～5mﾛﾛ､焼土多く含む

第39図２２．２３号住居跡
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２３号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）径約３ｍのにぶい黄褐色土(5/4)含む｡径1～１０mﾛの

焼土多く含む炭化物ブロック含む粘性弱

2.暗褐色土(3/3）径1～１０mmの焼土含む｡粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)含むも

径約１ｍの焼土･炭化物少し含む｡粘性弱

4.焼土暗褐色土(3/3)まだらに少し含むb粘性弱、

5.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに少し含む。

焼土ブロック微量含む｡粘性弱
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第42図２５号住居跡カマド

第43図２７号住居跡・カマド
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２５号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)'1粒含むも径１～3mmの焼土少し含む

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡径1～１０１，Wり焼土含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径1～１０ｍの焼土含む｡径1～3ｍの炭化物少し含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）

5.焼土暗褐色土(3/3)まだらに含む

6.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む焼土ブロック含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）焼土微量含む

8.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)･焼土まだらに含む｡灰白色土(7.5YR8/2)ブロック含む

9.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡灰白色土(7.5YR8/2)ブロック含む

５

２４号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含むも焼土少し含む｡粘性弱
2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含むb焼土ブロック多く含む｡粘性弱
3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含むｂ焼土小粒微凪含む｡淵姓弱
4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土まだらに含む｡炭化撫散量含む｡糊生弱
5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡焼土･炭化物ブロック含む
6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡粘性弱
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第41図２４号住居跡カマド

ａａ337.9ｍ
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２７号住居跡カマド

1.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

2.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡径約２ﾛﾛﾛの焼土少し含む
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２７号仲居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒少し含む｡シルト少し含む｡糊生弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む焼土微量含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック少し含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む焼土ブロック含む｡炭ｲ圃勿微量含む

5.暗褐色土(3/3）にぶい謝恩色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック少し含む｡炭｛掛勿微函含む

6.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)微量含むも焼土ブロック多く含む｡炭ｲ鋤含む

Ａ337.9ｍ



第45図２８号住居跡カマド
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２８号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む｡焼土微園含む．シルト微圃含む｡粍姓弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む焼土ブロック微量含む.粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(S/4)ブロック少し含む｡焼土まだらに少し含む｡粘性弱

4.焼土

5.焼土にぶい黄褐色土(5/4)・暗褐色土(3/3)少し含む｡粘性弱

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡径約2～１０ｍの焼土含む｡粘性弱

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土まだらに多く含むも炭化物ブロック少し含む｡粘性弱

8.暗褐色土(3/3）径約５噸のにぶい黄褐色土(5/4)多く含む焼土粒微量含む

Ａ′.Ｌ3384ｍ

２８号住居跡

１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡粘性弱

Ｚ暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡粘性弱

３.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

４.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)微量含む

５暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒少し含む｡糊生弱

６.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む｡径約５唾の焼±少し含む

７.焼土にぶい黄褐色土(5/4)・暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡粘性弱

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒微風含む

９.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む。シルト少し含む

10.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む

０ １ｍ
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２９号性屋錘

1.暗褐色土(3/3）にぶ',演褐色土(5/4)ブロック含む｡ガとt粒微量含む

ｚにぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

3暗褐色土(3/3）径約５ｍのにぶい黄褐色土(5/4)微圏含む径5～１０回切り焼土含む｡径1～5ｍの炭｛齢勿含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む.焼土･炭ｲ暁勿ブロック少し含む

２９号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)粒少し含む｡焼土ブロック微量含む

a暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)“湿含t先焼土ブロック多く含む炭燭勿徴量含む

3.焼土暗褐色土(3/3)少し含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい褐色土(5/4)粒少し含むも焼土ブロック少し含む炭化物少し含む

－

＜三董〆
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30住

３０．３１号住居跡

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）

まだらに少し含むｂシルト少し含む｡糊&弱

まだらに含む。シルト少し含tL焼土･炭化物ブ

まだらに含む焼土ブロック多く含t凡炭化物ブ

まだらに含む｡焼土ブロックかなり含む粘性弱

小粒少し含む｡焼土ブロック微風含t凡粘箇弱

にぶい謝昌色土(5/4)ま

にぶい賀褐色土(5/4)ま

にぶい黄褐色土(5/4)ま

にぶ(,畷褐色土(5/4)ま

にぶい黄褐色土(5/4)小

ロック少し含む｡粘膨弱

ロック含t先粘憧弱

Ａ'Ａ338.3ｍ
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３１号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む｡焼土まだらに含む｡粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土まだらに少し含む.糊生弱

3暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土まだらに多く含む

4.暗褐色土(3/3）径約５，W､焼土かなり含む

5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土小粒含む

6.暗褐色土(3/3）焼土ブロック多く含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含むも焼土微量含む

8.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡焼土少し含むｂ粘性弱

9.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む

０

第48図３０号住居跡カマド 第49図３１号住居跡カマド

３０号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含ｔ先焼土ブロック多く含む

Z暗褐色土(3/3）にぶ｛,演褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土ブロック多く含む炭ｲ跳勿ブロック微盈含む
3.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

4.9謡色土(3/3）焼土をまだらに多く含む

5.暗褐色土(3/3）にぶ',演褐色土(5/4)ブロック含t先焼iﾆブﾛｯｸ含む

§妄写アマ〒~、

１ｍ
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1.昭謁色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック含む｡炭化物ブロック多く含む｡粘性弱

2.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む

3.にぶい黄褐色土(5/4)H閉園色土(3/3)まだらに少し含む

4.暗褐色土(3/3）にぶ',境褐色土(5/4)ブロック微量含む｡焼土微母含t此炭ｲ跳勿ブロック含む｡粘性弱

5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む焼土･炭ｲ圃勿含む｡粘性弱

6.にぶい賃褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む｡焼土･炭化物ブロック微盈含む

7.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)ブロック含む｡焼土･炭艦勿微園含む

8.暗褐色土(3/3）灰白色土(7.5Y8/2)ブロック多く含む径約５国､の焼土多く含む｡粘性弱

9.にぶい黄褐色土(5/4)灰白色土(7.5Y8/2)ブロック多く含む｡焼土ブロック少し含む

32号住居跡Ｂ

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック含む炭化物ブロック多く含む｡粘性弱

Ｚにぶ↓漢褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む。

3.にぶし噴褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含むも

4暗褐色土(3/3）にぶし漢褐色土(5/4)ブロック微函含む｡焼土微圃含む炭化物ブロック含むb粘性弱

5.暗褐色土(3/3）にぶし演褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土･炭{暁勿含む｡粘性．しまり弱

6.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡焼土･炭化物ブロック微量含む

7.にぶ｛,畷褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック含む｡焼土･炭ｲ齢微量含む

8.8割恩色土(3/3）灰白色土(7Y8/2)ブロック多く含む径約5,,の焼土多く含む｡粘性弱

9.にぶい黄褐色土(5/4）灰白色土(7Y8/2)ブロック多く含むも焼土ブロック少し含む
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３２号住居&鱒ピット１

１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む焼土ブロック多く含t此炭(跳勿ブロック少し含む

２.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡焼土小“i量含む

３.暗褐色土(3/3）に狐､黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡焼土ブロック多く含む

３２号住居跡ピット２

１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土･炭化物ブロック微量含む

２.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)f1粒微量含む｡径2～3mmの焼土少し含む｡径1～20ｍの炭化物少し含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)４粒微風含む｡径約１mmの焼土･炭化物少し含む

４.炭化物暗褐色土(3/3)まだらに含む。にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡焼土微匿含む

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒徹圏含む｡焼土ブロック微風含む｡径約１０ｍの炭化物１つ含む

６.暗褐色土(3/3）径３圃嘩【下のにぶい黄褐色土(5/4)含む｡径1～5ｍの焼土･炭化物少し含む

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)４粒激鼠含む

８.暗褐色土(3/3）にぶ↓震褐色土(5/4)ブロック含む｡黒色土(2/1)微風含む｡径1～20画の焼土含む。

径1～50mmの炭｛圃勿多く含む

９.暗褐色土(3/3）に息孔演褐色土(5/4)ブロック含む｡径1～3回国の焼土･炭化物少し含む

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡焼土微量含む

11.暗褐色土(3/3）にぶし漬褐色土(5/4)ブロック多く含む

12.暗褐色土(3/3）にぶ',演褐色土(5/4)4粒含む焼土･炭ｲ圃勿ブロック微量含む

１３暗褐色土(3/3）にぶ↓演掲色土(5/4)ブロック含む｡径1～5,国の焼土微盈含む

14.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)４粒多く含む.焼土･炭化物ブロック微量含む

15暗褐色土(3/3）にぶ',震褐色土(5/4)ブロック少し含てん焼土小粒微圃含む｡炭化物ブロック少し含む

16.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む｡炭ｲ脇勿ブロック少し含む

17暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡径約１０唾の炭ｲ暁勿少し含む

Ｌ－－－－』、

－３９－

第50図３２号住居跡・カマド・ピット

Ｕ１

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック少し含む。

にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡焼土ブロック含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むにぶい黄橿色土(7/2)ブロック少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む焼土微母含む

ａ

蔵
３２号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）

、謬率ノ通

に霞
、

ａ338.3ｍ
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３３号住居跡カマド

１.焼土径約５ｍの炭化物含む

２.暗褐色土(3/3）径1～3”のにぶい黄褐色土(5/4)多く含む｡焼土ブロック多く含む

３.黒褐色土(3/2）径約１０ｍの焼土含む｡炭化物微､含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含む｡焼土ブロック少し含むも粘性弱

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含むも粘性弱

６.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含むも焼土小粒少し含む｡粘性弱

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土微風含む

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡焼土まだらに少し含む

９.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)微風含t此径1～１０mmの焼土含む

10.焼土暗褐色土(3/3)．にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む｡炭化物微量含む

11.にぶい黄褐色土(5/4）焼土･炭化物微量含む

０ １ ｍ

３３号件居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土微量含む｡粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含むも粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含むも径1～5mmの焼土少し含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

5.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

第51図３３号住居跡
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第54図３４号住居跡カマド
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３４号住居跡カマド

1.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡にぶい黄褐色土(7/2)ブロック少し含む｡焼土１１粒微量含む。
2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含むも焼土ブロック少し含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡焼土ブロック多く含む
4.暗褐色土(3/3）径約５mmのにぶい黄褐色土(5/4)少し含む｡焼土ブロック多く含む
5.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック少し含む｡焼土ブロック含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む

8.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡焼土まだらに少し含む

０

Ａ338.3ｍ

にぶい黄褐色土(5/4)4粒含む｡粘性弱

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むb炭化物ブロック微量含むb粘性弱

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡粘性弱

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む.灰白色土(7.5Y8/2)ブロック含む

０ ２ｍ

３４号住居跡

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）



３５号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含むも径約２mmの焼土･炭化物微量含む｡粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒多く含む｡焼土･炭化物ブロック少し含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡焼土･炭化物まだらに含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡炭化物微量含む

5.8閉愚色土(3/3）にぶし漬褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土･炭化物ブロック少し含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む炭化物ブロック微量含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色(5/4)まだらに含む｡灰白色土(7.5Y8/2)少し含む

8.暗褐色土(3/3）灰白色土(7.5Y8/2)ブロック含む

9.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)･灰白色土(7.5Y8/2)ブロック少し含むb焼土ブロック徹､含む

３６号住厚謎

1.暗褐色土(3/3）表土(盛り土).際多く含t此粗描弱

2暗褐色土(3/3）耕作土。磯･シルト多く含む｡粘性弱

3.暗褐色土(3/3）磯･シルト含むにぶ(,境褐色土(5/4)小粒少し含む｡粘性弱

4.暗褐色土(3/3）３６鱈Bi土。にぶ↓畷褐色土(5/4)ブロック含む

5.暗褐色土(3/3）３６住掴土｡にぶし噴褐色土(5/4)ブロック多く含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡シルト少し含む
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1暗褐色土(3/3）に封孔演褐色土(5/4)すこし含む｡焼土･炭化物

2.暗褐色土(3/3）にぶ↓礎褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径1～5mmの焼土含む
3暗褐色土(3/3）にぶし畷褐色土(5/4)小粒少し含む｡焼土ブロック多く含む

4暗褐色土(3/3）にぶL頓褐色土(5/4)ブロック少し含む｡黒褐色土(3/2)少し含む｡焼土･炭ｲ噛ブロック少し含む
5.暗褐色土(3/3）にぶし演褐色土(5/4)ブロック多く含む焼土･炭ｲ髄ブロック微量含む
6暗褐色土(3/3）にぶし麓褐色土(5/4)まだらに含む焼土ブロック少し含む.粘性弱
7暗褐色土(3/3）にぶし懐褐色土(5/4)ブロック含む.径1～5ｍの焼土含む炭{圃勿ブロック微■含む
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３６号住居跡カマド

１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含むも焼土･炭化物ブロック少し含む粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むも焼土･炭化物ブﾛｯｸ含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土ブロック多く含む。

炭化物ブロック微量含む

４暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む焼土まだらに含む

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土まだらに含む｡焼土･炭化物ブロック含む

６.暗褐色土(3/3）にぶい謝昌色土(5/4)小粒少し含む｡径1～5mmの焼土含t此

炭（圃勿ブロック微風含む

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒少し含む焼土･炭化物１１粒微図含む

８.褐色土(3/3）径約５ｍのにぶい黄褐色土(5/4)1つ含む｡径約５ｍの焼土１つ含む。

炭化物ブロック多く含む

９.炭化物

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ﾉ1粒少し含む｡径1～5ｍの焼土含む。

径30m厩以下の炭化物含む

１１暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡焼土微温含む

12.暗褐色土(3/3）炭化物ブロック含む

13.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むも粘性弱

14.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

15.暗褐色土(3/3）にぶい謝昌色土(5/4)ブロック含む｡焼土まだらに．炭化物ブロック少し含む

16.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)少し含む

17焼土暗褐色土(3/3)少し含む

18.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む径約５”の焼土少し含む

19暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土多く含む

20.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む｡径約５ｍの焼土微園含む

21.暗褐色土(3/3）にぶ↓礎褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土微風含む

22.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径約５ｍの焼土１つ含む

23.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む焼土微函含む

24.暗褐色土(3/3）焼土まだらに含む

25.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡径20mm以下の焼土含む

26.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土まだらに含む

27.暗褐色土(3/3）にぶい鋤目色土(5/4)ブロック少し含むも焼土ブロック多く含む

28.暗褐色土(3/3）にぶ',演褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック含む｡炭化物ブﾛｯｸ少し含む

29.焼土暗褐色土(3/3)．にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む

30.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む
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３７号住居跡カマド

１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

２.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む径５mm以下の焼土･炭化物含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む焼土･炭化物多く含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡焼土ブロック微風含む

５焼土暗褐色土(3/3)微隠含む

６.畷暑色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡焼土まだらに含む

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む.焼土ブロック微量含む

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土まだらに多く含む

９.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡径約１０回mの焼土含む

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック含む

11.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土小粒少し含む｡炭化物ブロック含む
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第58図３７号住居跡カマド
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３７号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒多く含む

2.8誤色土(3/3）にぶい認目色土(5/4)ブロック多く含む
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３８．３９号件医鐘

1.暗褐色土(3/3）にぶ↓畷褐色土(5/4)ｲ粒含む焼十謹園会ｵＬ粘性弱

2暗褐色土(3/3）にぶ↓漬褐色土(5/4)ブロック含む｡径約２mmの焼土少し含む｡粘性弱

3暗褐色土(3/3）にぶ↓礎褐色土(5/4)ブロック多く含む｡粘性弱

4暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む焼土まだらに少し含む｡粘性弱

5暗褐色土(3/3）に孤演褐色土(5/4)ブロック含むシルト少し含む｡焼土まだらに含む｡粘性弱

6暗褐色土(3/3）にぶ(,震褐色土(5/4)ブロック含む焼土多量に含t此粘性弱

7暗褐色土(3/3）に誕演褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径1～5ｍの焼土少し含む｡粘性弱

8暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(S/4)まだらに少し含む｡焼土微圏含む粘性弱
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第59図３８．３９号住居跡
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１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む焼土微量含む

２暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土まだらに多く含む

３暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土微量含む

４暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径１０mm;１下の焼土少し含む炭ｲ跳勿微殴含む

５暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む黒褐色土(2/3)少し含む｡焼土ブロック多く含む

炭｛墜鍾i量含む

６.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

７.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む

８暗褐色土(3/3）にぶ↓演褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック多く含む

９.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含t凡径１０ｍ以下の焼土少し含む
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３９号住居跡カマド②

１.暗褐色土(3/3）に
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39号住居跡ｶﾏド①

１焼土にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む黒褐色土(Z/3)まだらに少し含む

２.黒褐色土(2/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む焼土まだらに少し含む

３暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むも黒褐色土(2/3)まだらに少し含む｡焼土まだらに少し含む

４暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む

５暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む｡焼土ブロック微瞳含む

６暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む黒褐色土(2/3)ブロック少し含む｡焼土微量含む

７.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む焼土･炭化物ブロック微凪含む

８.黒褐色土(2/3）にぶ（,演褐色土(5/4)ブロック含むb径約5mmの炭化物１つ含む

９.黒褐色土(2/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む焼土まだらに含む

10.暗褐色土(3/3）にぶ↓震褐色土(5/4)ブロック含む｡黒褐色土まだらに多く含む｡焼土まだらに含む。

径約１０mmの炭化物１つ含む

11暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒多く含む｡焼土･炭化物ブロック含む

第60図３９号住居跡カマド①
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Ａ′Ａ337.7ｍ １.暗褐色土(3,'3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む

２.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

４焼土暗褐色土(3/3)微歴含む粘性弱

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼十徴避含む

６.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含むも焼土4粒含む｡炭ｲ協勿微量含む

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土ブロック多く含む｡炭化物ブロック少し含む

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

９.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡径約５ｍｍD焼土１つ含む

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡焼土小判微量含む

11.にぶい黄褐色土(5/4）８割層色土(3/3)少し含む｡焼土ブロック微量含む

３
４０号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶ',震褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト微殴含むb焼土･炭化I鋤粒微量含む
2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土･炭化物ブロック少し含む
3.にぶい黄褐色土(5/4)８割昌色土(3/3)まだらに少し含む

第62図４０号住居跡 ０ １ｍ

駐篭蕊

４１号件屋跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡径1～5mmの焼土含む｡径約５ｍの炭化物１つ含む

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径約１匡田の焼土･炭ｲ跳雄鯉含寸ｆ

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土･炭化物微量含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい謝島色土(5/4)ブロック含む径1～5ｍの焼土微風含t脱

5.暗褐色土(3/3）にぶ↓演褐色土(5/4)4粒含む｡焼土小粒多く含む

にぶ｛,震褐色土(5/4)小粒含む。シルト含む｡焼土ブロック微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック微量含む｡炭化物微､含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡焼土微量含む炭化物少し含む
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41号住居跡

1.日割留色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）
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ミミ三二三夕
1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）

6暗褐色土(3/3）

7.暗褐色土(3/3）

8.暗褐色土(3/3）

9.焼土

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡径1～5国mの焼土含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡焼土ブロック多く含む｡炭催勿鍾量含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡焼土小粒少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径３田地rFの焼土含む｡炭化物′１粒微圃含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径約３ｍの炭{鋤１つ含む

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

にぶ',畷褐色土(5/4)ブロック含む｡径約２mmの焼土含む

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む｡焼土微風含む

暗褐色土(3/3)まだらに含む｡蔵牝物微量含む

０

~ 正二 ニエニーマー
42号住居跡

1暗褐色土(3/3）径５ｍ以下のにぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む

便
』
①
。
ト
ｍ
の
‐
司
凹
‐
‐
。

１ｍ

－４５－
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1暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む．シルト含む

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む焼土ブロック微堕含む

3.暗褐色土(3/3）径約５画ﾛの焼土多く含む｡炭ｲ圃勿激量含む

4.噺目色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むシルト含迩赤褐色土(5YR4/8)少し含む炭化物微風含む

5.にぶ(,演褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)少し含む｡灰薗褐色土(6/2)ブロック含む

B′Ｂ337.6ｍ

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土ブロック多く含む

2.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

3瑠葛色土(3/3）にぶい黄褐色土ブロック少し含む．にぶい翻登色土(7/2)ブロック少し含む

4暗褐色土(3/3）にぶい謝登色土(7/2)多く含む｡焼土含む

5.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む

6.にぶ',畷褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック含む。にぶ',演橿色土(7/2)少し含む｡焼土d噛鍾園含む

7暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む.焼土微量含む

8.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡にぶし圃登色土(7/2)ブロック少し含む焼土ブロック少し含む

9.暗褐色土(3/3）にぶい黄檀色土(7/2)まだらに多く含む.焼土微量含む

10.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む明赤褐色土(5YR5/8)帯伏に少し含む

ピット１～４

/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土ブロック多く含む

色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む
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４４号住居跡ピット１～３

１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径１０血｡;rFの焼土かなり多く含む。
径１０ｍ以下の炭化物少し含む

2.にぶい謝愚色土(5/4）灰白色土(7/1)ブロック含む｡焼土･炭化物'側迩微量含む

3.にぶい黄褐色土(5/4）灰白色土(7/1)ブロック多く含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）灰白色土(7/1)ブロック少し含む

5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径１０mm以下の焼土含むも
炭化物微圃含む

6.にぶい謝局色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含むb焼土ブロック少し含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）

8.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土まだらに含む
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４４号住居跡

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)１１粒含む｡シルト含屯凡焼土ブロック少し含む

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む焼土ブﾛｯｸ微量含む

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡黒褐色土(3/2)まだらに含む。

灰黄褐色土(6/2)ブロック少し含む焼土ブロック微母含む

4.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブﾛｯｸ含む｡炭｛齢微量含む

、
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１.暗褐色土(3/3）にぶい爵目色土(5/4)ブロック含むb径約５ｍの焼土少し含む

２.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む焼土小粒少し含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む径５m似下の焼土多く含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡焼土ブﾛｯｸ微量含む

５.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む｡焼土ブﾛｯｸ含む

６.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径20匝､以下の焼土多く含む｡炭化物ブロック少し含む
７.暗褐色土(3/3）にぶ（,畷褐色土(5/4)小粒少し含む｡焼土'N血微量含む

８.畷g色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)多く含む

９.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)多く含む｡焼土ブロック少し含む

10.焼土暗褐色土(3/3)微風含む

11暗褐色土(3/3）径Ｓｍ風以下の焼土かなり多く含む

12.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡径１０ｍ以下の焼土少し含む

13.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径５画以下の焼土力なり多く含む炭化物ブﾛｯｸ微量含む
14暗褐色土(3/3）にぶ',畷褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土小粒含む

15.暗褐色土(3/3）焼土ブロック多く含む

16.8割圏色土(3/3）焼土まだらに多く含む｡炭化物ブロック微風含む

17.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡炭化物ブロック微量含む

18.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土ブロック少し含む｡焼土ブﾛｯｸ微圃含む
19.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径約５”の焼土含む
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第74図４７号住居跡カマド
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賑
(3／3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むシルト含む。

焼土･炭化物ブロック微函含む

辻(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む

3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに少し含む

3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む。

黄褐色土(6/2)ブロック微圏含む

2）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む
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1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む｡径２国風以下の焼土含む
2.暗褐色土(3/3）にぶ',演褐色土(5/4)ブロック含む径５ﾛﾛn以下の焼土少し含む。
3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むも焼土川粒微風含む
5.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む焼土ブロック多く含む
6.暗褐色土(3/3）にぶ',頓褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック含む

7.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微盈含む焼土ブロック含む
8.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む
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４８号性屋跡カマド

１.暗褐色土(3/3）にぶい謝局色土(5/4)・明恭g色土(5YR7/2)少し含む。

にぶい謝登色土(7/2)ブロック少し含むb焼土ブロック含む

２.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む明赤褐色土(5YR5/8)ブロック含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土･炭｛暁ｶブﾛｯｸ微屋含む

４暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む｡径１０画､以下の焼土多く含む炭(協勿ブロック微量含む

５.にぶい黄褐色土(5/4)暗褐色土(3/3)まだらに含む

６.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む

７.暗褐色土(3/3）にぶ↓噌鍋色土(5/4)小粒含む｡にぶい黄燈色土(7/2)ブロック微風含む。

径５mm以下の焼土含む｡炭化物ブロック微量含む

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径20噸以FFの焼土含む径約５ｍの炭｛鋤微量含む

９.暗褐色土(3/3）にぶ(,畷褐色土(5/4)ブロック含t此焼土ブロック少し含む｡炭雌勿ブロック含む

10.暗褐色土(3/3）にぶ↓園暑色土(5/4)ブロック含む焼土微図含む

11.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径１０mm以下の焼土含む

12.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径５mm以下の焼土少し含む

４ノ《ラノ３
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１暗褐色土(3/3）にぶい質褐色土(5/4)ブロック含む.明鋪圏色土(5YR5/6)微量含t先細環･シルト含迩
焼土･炭化物ブロック微量含む｡粘性弱

２鱈褐色土(3/3）にぶい謝圃色土(5/4)ブロック多く含ｔＬ明茄調色土(5YR5/6)微置含むシルト含t此
焼土ﾉj粒微量含む炭化物ブロック含む.粘性弱

３暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含趣明沸鵜色土(5YR5/6)含む

４暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡明蔚鵜色土(5YR5/6)ブﾛｯｸ多く含t北シルト含迩粘性弱
５鯖褐色土(3/3）にぶ↓畷褐色土(5/4)ｲ粒含むシルト含哩焼土･炭化物'1噸f鼓量含む

６.暗褐色土(3/3）にぶ【,演褐色土(5/4)ブロック多く含む｡明赤褐色土(5YR5/6)ブロック含む.シルト含む。
焼土小粒壷壁含む

７.罷制圏色土(3/3）にぶL畷褐色土(5/4)ブロック含む明赤褐色土(5YR5/6)プﾛｯｸ含む網環･シルト含む
炭化物微量含t此粘性弱

８暗褐色土(3/3）にぶ↓震褐色土(5/4)まだらに含む.劉瞳鑑姻全欧『

９.暗褐色土(3/3）にぶ(,境褐色土(5/4)まだらに含む明赤褐色土(5YR5/6)ブロック少し含む．

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含t叱明赤褐色土(5YR5/6)ブロック含む｡灰賀褐色土(6/2)多く含む
11.鴎鶴色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)･灰黄褐色土(6/2)プﾛｯｸ含む明調昌色土(5YR5/6)ブロック少し含む。
1乙暗褐色土(3/3）径１０麺以下の焼土含定此謝峨勿敵国含む

13.暗褐色土(3/3）にぶい函恩色土(5/4)ブロック少し含む.シルト含む.径１０噸以下の焼土･炭化物少し含む
14暗褐色土(3/3）に認演褐色土(5/4)4粒含む.シルト含t此焼土小粒含む｡径約１０噸の炭化物１つ含む
15.暗褐色僧士(3/3）にぷし畷褐色土(5/4)プﾛｯｸ含む｡シルト含t凡径20mm以下の焼土含ｕ炭化物微量含む
16暗褐色土(3/3）にぶい賀褐色土(5/4)ブロック少し含む

17.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含む.焼土ブロック多く含む
18暗褐色土(3/3）にぶい謝母色土(5/4)プﾛｯｸ含む.シルト多く含む粘性弱
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一二二二一二℃苛二＝〒‐
に誕噛蕊色土(y4)ブロック含tハシルト含む

に認演縄色土(“)ブロック含むシルト含睡薗鋤ブロック蹴量含む

に』乳演褐色型N岬)ブロック含t妬明赤褐色土(5YR5/8)4粒少し含むシルト含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含むシルト含t凡焼土･炭ｲ協勿ブロック少し含む

に識震褐色土(5/4測粒少し含む.焼土･炭ｲI物l唾詮且含む

に墨噛鵡色土(5/4)ブロック含t此焼土･炭化物微量含む

にぶ↓畷褐色土(5/4)ブロック多く含む｡径１０ﾛﾛﾛ以下の焼土含む.炭化物ブロック微量含む

５２．５３号佳麗跡

1.暗褐色土(3/3）

Z暗褐色土G/3）

3暗褐色土(3/3）

4J瑠褐色土(3/3）

ｇ3376ｍ
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５１号住居跡カマド

１暗褐色土(3/3）にぶ↓畷褐色土(5/4)4粒微量含む。シルト含定此径５画､以下の焼土含む。

２.暗褐色土(3/3）にぶし演褐色土(5/4)小粒含む。シルト含む｡焼土ブロック含む

３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒徽量含むシルト含む.径２０国､以下の焼土含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む。シルト含む｡焼土ブロック少し含む｡径20ｍｍ以下の炭化物少し含む

5.9調色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むシルト含t凡炭ｲ齢微量含む

６.焼土暗褐色土(3/3)まだらに含む

７.暗褐色土(3/3）にぶ｛,髄褐色土(5/4)4粒微量含む焼土ブロック微園含趣径約１０回､の炭ｲ暁娠h量含む

8.暗褐色土(3/3）にぶ1,演褐色土(5/4)小粒含むシルト含む｡径１０mm以下の焼土含む

９.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡シルト多く含む

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

ｅ

にぶ1,演褐色土(5/4)小粒含むシルト含む｡径１０mm以下の焼土含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡シルト多く含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

０

５０号住居跡カマド

１掴識色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む．シルト含むも径約５mmの焼土･園跡勿微量含む

２.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む.シルト少し含むb焼土ブロック多く含む

３.暗褐色土(3/3）焼土ブロック含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土ブロック含む｡炭化物微量含む

５.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む.焼土ブロック微量含む

６.暗褐色土(3/3）にぶ',震褐色土(5/4)ブロック含む径約５ｍの焼土多く含む

７暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む径５唾以下の焼土含む｡炭化物ブロック少し含む

ａ暗褐色土(3/3）にぶ↓演褐色土(5/4)ブロック多く含む

９.暗褐色土(3/3）にぶ↓漬褐色土(5/4)4粒含む焼土ブロック少し含む

10暗褐色土(3/3）にぶ',畷褐色土(5/4)ブロック含む.焼土微量含む

11暗褐色土(3/3）に認1黄褐色土(5/4)ブロック含む.焼土ブロック含む

12.暗褐色土(3/3）にぶ↓漬褐色土(5/4)ブロック含む.明茄褐色土(5YR5/8)ブロック少し含む

13暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む

14.暗褐色土(3/3）にぶ↓漬褐色土(5/4)１１粒微風含む｡焼土微､含む

１ ｍ

54号住居跡ピット１

③

１ｍ

一 一一斗

f′
０ １ｍ

ー 一
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54住カマド
f′ｆ337.6ｍ

３

ｅ
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③
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３

４

－－ﾐ堂三三幸堅～
５４号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡焼土ブロック多く含む

2暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)'1粒含む径約５mmの焼土少し含t凡炭ｲ鋤ブロック微量含む
3暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む.焼土川粒含む。

4暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む焼±謹盈含む

第77図５０．５１．５４；

５４号住居跡ピット１

１.暗褐色土(3/3）にぶ',演褐色土(5/4)ブロック少し含む｡シルト含む

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含む明赤褐色土(5YR5/8)微量含迩シルト含む

3.暗褐色土(3/3）にぶし蟻褐色土(5/4)ブロック微量含唾焼土･炭(鋤ブロック微量含む

4.暗褐色土(3/3）にぶ',畷褐色土(5/4)ブロック含む。シルト含む
４

０
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５５号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）

6.暗褐色土(3/3）

7.暗褐色土(3/3）

8.暗褐色土(3/3）

にぶい謝畠色土(5/4)小粒含む｡径約５ｍの焼土少し含む

にぶい謝冒色土(5/4)ブロック含む｡径約１０mnWD焼土少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径１０ｍ以下の焼土含む｡炭｛暁勿微風含む

にぶ(,演褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土･炭化物ブロック微量含む

にぶい謝昌色土(5/4)まだらに含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡明赤褐色土(5YR5/8)少し含む焼土微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含てん明沸謁色土(5YR5/8)少し含む｡炭化物微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む

Ａ337.5ｍ Ａ′

Ｂ

一 三一 三一ﾌー
５５号件民跡

1.暗褐色土(3/3）

B′

[】
にぶ↓頓褐色土(5/4)ブロック含む｡明調昌色土(5yR5/8)微量含ｔＬ

紐鴎・シルト含む｡焼土ブロック少し含む

に識､黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

にぶ↓畷褐色土(5/4)ブロック含む.焼土ブロック微函含む

にぶ(,顕褐色土(5/4)ブロック含む｡明赤褐色土(5YR5/8)まだらに多く含む

０

2.8割圏色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

79図５５号住居跡カマド
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にぶ↓噸褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト含む｡焼土･炭化物ブロック少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト含む｡径約１０mnW､焼土少し含む

にぶい謝愚色土(5/4)ブロック含む｡澗躍･シルト多く含む焼土微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含と｡径１０mm以下の焼土微量含t此炭化物ブﾛｯｸ微量含む

にぶ↓演褐色土(5/4)まだらに多く含む｡シルト含む

第80図５６号住居跡

０

、

５６号住居跡

1.8割昌色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）
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５７号住居留ウ

１暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含t先細藻･シルト含む｡焼土ブロック微量含む

２暗褐色土(3/3）にぶ(,演褐色土(5/4)ブロック少し含定凡シルト含む｡焼土･炭化物小繊細含む

３暗褐色土(3/3）にぶ',噛嚇g色土(5/4)ブロック含むシルト含む｡焼土･炭化物ブロック少し含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい謝畠色土(5/4)ブロック少し含む｡紐鴎微風含む。シルト含む｡焼土小粒微量含む

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含む｡シルト含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒多く含む。シルト含む

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む径約５mmの焼土１つ含む

９暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト含む

10暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

11.にぶ(,震褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む。

12暗褐色土(3/3）に郷､謎g色土(5/4)ブロック含む溌上まだらに含む

13.暗褐色土(3/3）に認､黄褐色土(5/4)ブロック含む炭｛暁勿ブロック微量含む

14暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径約５厘mの焼土含む

15暗褐色土(3/3）に識嘆褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト含む｡焼土ブロック微量含む

〆_、一

Ｉ三一一全
５７号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡シルト少し含むも焼土小泣微風含む｡粘性弱

2.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡焼土まだらに含む粘性弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡明赤褐色土(5YR5/8)斑点状に少し含む

焼土ブロック少し含む｡炭化物小粒微園含む

4.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡炭化物ブロック少し含む

5.暗褐色土(3/3）にぶ',震褐色土(5/4)ブロック含む｡径１０mm以下の焼土多く含む｡径１０ｍ以下の炭｛峨微魁含む

6.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

7.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

8.暗褐色土(3/3）にぶ',震褐色土(5/4)ブロック含む.焼土ブロック含む

9.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック含む
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５８号性屋跡

1.暗褐色土(3/3）

2.暗褐色土(3/3）

3暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

5.暗褐色土(3/3）

6.暗褐色土(3/3）

7暗褐色土(3/3）

詞、

(。

５８号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土敬量含む

2暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡径１０ｍ以下の焼土多く含む

3.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに含む焼土徹鼠含む

＜

にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡シルト含む｡焼土ブロック微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含むシルト含む｡焼土小粒微量含む

にぶし職褐色土(5/4)ブロック多く含趣シルト含む

にぶ↓畷褐色土(5/4)まだらに多く含むシルト含む焼土ブロック含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒多く含むシルト含む焼土ブロック少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)まだらに含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡シルト含む焼土･炭化物ブロック微量含む
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５９号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト少し含む｡。炭化物'1粒微量含む

2.暗褐色土(3/3）シルト少し含む｡径20血以下の焼土含む炭ｲ闘勿微量含む

3焼土暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

B′Ｂ337.0ｍ

山 驚繍繍
３.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む。

)…。芽…'‘'曇騨塞鴬“

量-悪三参フ‘…劉鯛蝋“

ユ
レ
Ｒ

５９号住居跡

1.褐色土(4/4）

2暗褐色土(3/3）

3.暗褐色土(3/3）

4暗褐色土(3/3）

5暗褐色土(3/3）

6.暗褐色土(3/3）

7.暗褐色土(3/3）

細喋･シルト多く含む

にぶ(,嘆褐色土(5/4)小粒少し含む綱蕊･シルト含む｡焼土･炭化物ブロック微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒少し含むシルト含む｡焼土･炭化物ブロック少し含む

にぶ',演褐色土(5/4)ブロック少し含む｡シルト含む焼土ブロック少し含む｡炭化物プﾛｯｸ微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径20mm;A下の焼土少し含む｡径約５ｍの炭化物微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)'1粒･に識圃登色土(7/2)ブロック少し含むシルト含む。

焼土･炭化物ブロック微量含む＝

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微量含むにぶ《,嘆燈色土(7/2)ブロック微量含ｕ嬢十謹雪含む

にぶ(,嘆褐色土(5/4)ブロック含む｡シルト含定此径約１０ｍの焼土微量含む

にぶし震褐色土(5/4)ブロック微量含む明赤褐色土(5YR5/8)微量含む

にぶ',畷褐色土(5/4)プﾛｯｸ微量含ｔＬ焼土ブロック含t此目牝悔ブロック微量含む

にぶ↓畷褐色土(5/4)ブロック含む｡明荊愚色土(5YR5/8)微量含む焼土ブロック微量含む

にぶ',嘆褐色土(5/4)ブロック微■含ｕ焼土ブロック少し含む｡炭化物ブロック含む

にぶ(,噴褐色土(5/4)ブロック微量含む焼土ブロック少し含む

にぶ(,頓褐色土(5/4)小粒多く含む

に観演褐色土(5/4)ブロック含む焼土･炭｛暁勿ブロック含む

８暗褐色土(3/3）

９暗褐色土(3/3）

10暗褐色土(3/3）

11暗褐色土(3/3）

12.暗褐色土(3/3）

13.暗褐色土(3/3）

１４暗褐色土(3/3）

15且割圃色土(3/3）
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垣’

６０号住居跡カマド

1.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ﾉN堂含む.焼土4粒微量含む

２.焼土暗褐色土(3/3)まだらに少し含む糊幽弱

3.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)４粒含む｡径１０画､以FFの焼土含む

４.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径１０“1下の焼土含む

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒少し含む｡径20m似下の焼土多く含む

６焼土暗褐色土(3/3)まだらに少し含む。にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

７.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒含む｡明赤褐色土(5YR5/8)微風含む。

焼土･炭ｲ跳勿微量含む

８.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径５mm以下の焼土含む

９.畷圏色土(3/3）にぶい謝恩色土(5/4)ブロック多く含む｡明流謁色土(5YR5/8)少し含む

10.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径１０mmﾕ下の焼土少し含む

炭化物ブロック少し含む

11.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む焼土ブロック多く含む。

炭化物ブロック微量含む

12.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

13.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)4粒微量含むb焼土小粒少し含む。

炭化物ブロック含む

14.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む.明赤褐色土(5YR5/8)斑点状に少し含む。

焼土･炭ｲ睦鑑&且含む

15.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む.径５位､以下の焼土微量含む。

炭{睡短理含む
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61号住居跡カマド

１.暗褐色土(3/3）

２．８割愚色土(3/3）

３.暗褐色土(3/3）

４.暗褐色土(3個）

５暗褐色土(3/3）

６暗褐色土(3/3）

７.焼土

８.暗褐色土(3/3）

９.暗褐色土(3/3）

10.暗褐色土(3/3）

11.暗褐色土(3/3）

12暗褐色土(3/3）

１ｍ

０

.』L3372ｍ d′

－
０

にぶい謝昌色土(5/4)小粒含む｡径１０mm以下の焼土含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む明赤褐色土(5YR5/8)少し含む｡焼土微量含む

にぶい黄褐色土(5/4)小粒多く含む｡明赤褐色土(5YR5/8)微壁含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡径５mm以下の焼土含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む焼土ブロック微量含む

暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡焼土まだらに含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック微鼠含む｡径１０画ﾕ下の焼土少し含む｡炭ｲ麟勿微風含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む径30ｍ以下の焼土含む

13.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む｡径５mm以下の焼土含む

14.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)まだらに多く含む｡焼土微量含む

15暗褐色土(3/3）にぶし漬褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土ブロック多く含む

16暗褐色土(3/3）にぶL震褐色土(5/4)まだらに多く含む｡焼土まだらに多く含む

17.にぶい黄褐色土(5/4）焼土ブロック含む

18焼土にぶい黄褐色土(5/4)ブロック少し含む

19.にぶい黄褐色土(5/4）焼土ブロック少し含む

20.にぶし畷褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

21.にぶい黄褐色土(5/4）８割目色土(3/3)まだらに少し含む

22.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック少し含む明茄縄色土(5YR5/8】

23.にぶい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック含む｡明赤褐色土(5YR5/8)斑点

24.にふい黄褐色土(5/4）暗褐色土(3/3)ブロック微凪含む｡明赤褐色土(5YR5/8）

暗褐色土(3/3)ブロック少し含む明茄縄色土(5YR5/8)斑焦献に少し含む

暗褐色土(3/3)ブロック含む｡明赤褐色土(5YR5/8)斑点状に含む

暗褐色土(3/3)ブロック微凪含む｡明赤褐色土(5YR5/8)斑点状に含む
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1.焼土

2.暗褐色土(3/3）

3暗褐色土(3/3）

4.暗褐色土(3/3）

暗褐色土(3/3)まだらに少し含む

にぶ↓頓褐色土(5/4)ブロック少し含む｡径１０mm以下の焼土含む

にぶい謝恩色土(5/4)まだらに多く含む径２０mm以下の焼土少し含む

にぶ',職褐色土(5/4)まだらに含む｡焼土微量含む
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１.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む｡綱間顎過含む。

シルト含む焼土･炭化物ブロック微量含む

２.暗褐色土(3/3）にぶ↓演褐色土(5/4)小粒多く含むシルト含む。

焼土･炭化物ブロック微量含む

３暗褐色土(3/3）にぶ↓髄褐色土(5/4)ブロックかなり多く含む。

シルト含む

４.畷調色土(3/3）にぶし噛喝色土(5/4)ブロック含む。

灰黄褐色土(Z5yR7/2)ブロック少し含む

５.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)小粒含む｡焼土まだらに多く含む。

炭化物ブロック少し含む

６.暗褐色土(3/3）にぶ',畷褐色土(5/4)ブロック含む。

径約１０ｍの焼土含む

７.暗褐色土(3/3）にぶ',懐褐色土(5/4)ブロック含む

径５m唾以下の焼土含む｡炭化物小粒少し含む

８.焼土にぶい黄褐色土(5/4)･瑠葛色土(3/3)微量含む

９.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含むｂ

焼土まだらに少し含む

10暗褐色土(3/3）にぶ',畷褐色土(5/4)ブロック多く含む。

焼土･炭化物d粒微園含む

11.暗褐色土(3/3）にぶ',嘘褐色土(5/4)ブロック多く含む

灰黄褐色土(2.5YR7/2)ブロック少し含む。

径30mm以下の焼土多く含む

12.暗褐色土(3/3）にぶし境褐色土(5/4)ブロック多く含む。

焼土･園暁勿ブロック微風含む

13暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック多く含む。

焼土微量含む

14.暗褐色土(3/3）にぶい黄褐色土(5/4)ブロック含む。

焼土ブロック微量含む

Ｉ
００

ｎｺ

。◎

第91図

○
画
○
画

誤篤
。

Ｏ ◎へ

＝＜且＞

Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

◎

Ｏ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ａ
制
、
》
鞭

、

○

八
Ｕ
ＯＩ

○

。◎

○

Ａ

。
◎
○

。。

畳三二二一 一言一一一一一一一一一三二

○

Ａ′

○
Ａ337.5ｍ
































































































































































































































































































































































































































	第201集 百々遺跡1 A
	第201集 付図_1
	第201集 付図_2



